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第２回定例会会議録 

 

平成２５年 ６月１１日（火） 

開  議  午前１０時００分 

 

〇議長（内堀恵人君） 改めまして、おはようございます。 

 これより、本会議を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は、１３名、全員の出席であります。 

 理事者側でも、全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

－－－日程第１ 一般質問－－－ 

〇議長（内堀恵人君） 日程に従いまして、これより一般通告質問を続行いたします。 

 

 頁 通告番号  氏   名     件       名 

１２２   ６ 池 田 健一郎 雨水貯水タンクの設備について 

１３８   ７ 古 越   弘 

誇れる名称や町の特産品にこだわった町

の活性化について 

新クリーンセンターの現況について 

１５１   ８ 野 元 三 夫 

住んでみたくなる町づくりとは 

第２期まちづくり交付金事業での道路整

備計画は 

１６７   ９ 市 村 千恵子 

小規模工事・修繕受注希望者登録制度の

周知は 

さらなる子育て支援に独自施策を 

相談窓口の設置を 

 

 通告６番、池田健一郎議員の質問を許可いたします。 

 池田健一郎議員。 

（５番 池田健一郎君 登壇） 
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〇５番（池田健一郎君） おはようございます。 

 通告番号６番、議席番号５番、池田健一郎です。 

 まず初めに、町長の招集のあいさつの中でも触れられておりましたが、町内の大

手企業の業績不振による大規模なリストラが実施されようとしております。町長も

私も、過去３０年ほど前になりますが、同じ会社で一緒にリストラされた苦い経験

があります。当時はバブルの崩壊期の前でしたので、まだまだ労働事情、これは現

在とは比べ物にならないほど良かった時代ですが、現在は大変厳しい状況下にあり

ます。同社では、リクルート対応の会社に再就職の支援を進めるべく、契約されて

いると聞いていますが、町内在住の４４名の方々から、どんな小さな相談にも乗っ

てやれるような態勢をつくっていただきたいと切望します。 

 本題に入ります。 

 今回、私は浅間山登山道の整備と雨水貯水用タンクの設置に助成をというこの２

件で質問してまいります。 

 私たちは、生まれてこのかた、この雄大な浅間山の四季折々の変化、日々刻々と

変化する姿を見てきました。浅間山は見上げる私たちの心を和ませ、ときには勇気

を奮い立たせ、一喜一憂してまいったものです。そんな浅間山をもっとたくさんの

町民の皆さんに知っていただきたく、今回このテーマを選びました。 

 古くから浅間山の御代田登山道は、大浅間ゴルフ場の１，０００メートル林道の

脇の長坂第２配水池横から梨の木平、それから一杯水、天狗の路地を経て、山頂ま

で最短距離の登山道として、町内外の多くの人たちに愛され、親しまれてきた道で

す。 

 しかし、昭和４０年代の中頃の中噴火で、４キロ以内の立入りが禁止されてから、

御代田口から登山する登山者がなくなり、登山道は荒廃し、今ではこの地図からも

姿を消してしまっています。 

 ５月９日の信毎には、県市町村で登山道整備を検討するという記事が載っていま

した。知事も消極的姿勢ではまずい、山岳観光地を多くに抱える我々は、これから

どうするべきかということを新聞記事に載せてありました。登山道の整備に向き合

う姿勢をこうして示してありました。町は、この御代田登山道について、現状をど

のように把握しておりますか。また、登山道などの地図や資料は保管されているの

でしょうか。お聞きします。 
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〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

（総務課長 清水成信君 登壇） 

〇総務課長（清水成信君） それでは、池田議員のご質問にお答えをいたします。 

 ２点という解釈ですが、町は御代田口の登山道について、現状どのように把握さ

れているかということと、古い登山道などの地図あるいは資料が保管されているか

ということについて、お答えをさせていただきます。 

 まず、登山道についてですけれども、今までの経過、あるいは現状等について、

お答えをさせていただきます。 

 皆さまご存じのように、登山道はかなり昔からあったと思われます。あと、町の

町誌もちょっと見てみたのですが、昭和３３年に御代田町の観光協会が設立されて

おります。その当初から、浅間登山道の開発に観光協会では積極的に取り組みをさ

れておりまして、登山口からのコースは御代田駅から浅間山頂まで４時間半ぐらい

の行程と、最短距離と先ほど池田議員がおっしゃっていたとおりであります。非常

に登山者も多かったという状況のようでありました。 

 浅間山の登山道の整備作業については、御代田町の山岳会員の中堅的な成年層が

推進役となって、努力をし、整備されてきたと。浅間登山についても、昭和４０年

代に入ってからも、非常に人気があって、年間５，０００人を上回る状況にあった

というような形で記録されておりました。 

 その後においては、町の観光協会あるいは浅間連峰地区の遭難対策協議会という

ものがございますが、そちらの隊員の皆さまなどの協力によって、登山道の草刈り

など、最低限の整備はされてきておりました。池田議員言われるように、昭和４８

年２月の浅間山の中噴火以降、火山性の地震が続いたと。火山対策会議において、

登山が禁止という形になりました。その後も、昭和５８年あるいは平成１６年９月

にも中規模の噴火がありました。それ以降においては、平穏な状態が続いており、

現在は噴火警戒レベル１という状況の中で、小諸側からの登山コースなど、一部の

登山道に限り、火口から５００メートルまで登れるという、現在の状況でございま

す。しかしながら、御代田口の登山道については、先ほど言いましたように、昭和

４８年の噴火以降、防災面での情報伝達の手段あるいは避難壕など整備されていな

いというそういった状況のことから、引き続いて火口から４キロ以内は立入禁止区

域となっております。したがって、登山道の現状、草、あるいは笹が伸びてしまっ
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て、以前の登山道の様相はなく、荒れているかと思われます。 

 しかしながら、万が一、入山された方が遭難されたというような場合は、浅間連

峰地区の遭難対策協議会、あるいは町の消防団員の皆さんの捜索活動、出動も考え

られるというようなことの中で、こういった現状を踏まえる中においては、東信森

林管理所とも協議をする中で、登山道の現状把握はしたいというふうには考えてお

ります。 

 しかしながら、上信越方面国立公園に浅間山は全体指定されておりますので、御

代田口の登山道を整備するということになりますと、防災上の情報伝達手段、先ほ

どもちょっと言いましたが、防災無線の整備でありますとか、避難壕、シェルター

ですね。そういったものの安全対策、あるいは公園管理の規制など、非常に多くの

課題、そういったものを解決していかないと、環境省での許可がされないというこ

とであります。 

 最近の例として、お隣、群馬県の嬬恋村でも、平成２３年に浅間山の学習ルート

の整備、あるいは観光客誘客というようなことを目的に、関係機関と協議を進めて

いたようですけれども、環境省の許可が下りないといった現状でございます。 

 したがって、現時点で地図からも消えているというようなお話もありますけれど

も、現時点で登山道の整備を推進することは、非常に難しい状況にあると考えてい

るところでございます。 

 それからもう１点、古い登山道などの地図や資料、どの程度保管されているかと

いうことでありますけれども、こういった地図や資料の保管は、現在、登山道が国

有地内にあると、過去の登山道は国有地内にあると、そういった状況の中で、きち

んとした公図のようなものはありませんので、正確な地図等はございません。 

 また、関係する資料ということにつきましても、昭和４８年の先ほど言いました

噴火以前においては、観光協会あるいは町の山岳会など、有志の皆さんによって草

刈り等の整備、最低限の整備はされて、知っていただいていたところでありますけ

れども、それ以降、火山対策会議で火山活動の規制の経過、あるいは遭難対策協議

会での案内看板を整備したそういったようなもの、あるいは登山道の点検パトロー

ルなどのそういった関係の資料等はありますが、登山道に関する詳細な資料までは、

残っていないという状況でございます。以上であります。 

〇議長（内堀恵人君） 場内大変蒸し暑くなっておりますので、上着を脱ぐことを許可い
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たします。 

 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） ただいまの課長、大分私の質問しようとする先の方までお答え

いただいてありますけれども、確認をしながら、進めていきます。 

 先ほどの話があったように、しなの鉄道の御代田駅のホームには、今でも観光案

内板に浅間山頂まで１１キロ４時間、約４時間ですね、それから天狗の露地までは

９キロ３時間、こんなふうに書かれて、観光案内としてあるわけです。これは間違

いなく御代田登山道を使っての距離と時間なんです。ここから小諸へ行って、ある

いは追分回って、石尊へ回ってというふうな数字ではないので、昔はこういったそ

の歴然とこういったものが公表されて、皆がそれを信じて、ああ、御代田の観光、

あるいは登山道だというふうなことを認識していたはずなんです。 

 ですから、今、課長が言われるように、非常にこの整備することは難しいことは

わかりますけれども、やらなきゃいけない事業の１つであろうかと、こんなふうに

も考えています。現在は浅間山火山防災マップによると、平常時、レベル１のとき

には、その火口から５００メートル、ちょうど前掛山、ここから見えているその山

の縁ですね。前掛山の山頂まで行くことができます。また、レベル２になると、こ

の火口から２キロということなので、小諸から登っていって、火山館というところ

がありますが、その辺、それから御代田から登っていくと、今言ったその梨ノ木平

から天狗の露地付近までは、この２キロという距離の中に入ってきます。エリアの

中に入ってきます。したがって、今では浅間山が、火山、それから火山泥流だとか、

いろいろその防災面で非常に話題が多くなってきていますけれども、決してこの浅

間山が危ない山だというようなあれで捉えてもらっては困ると思います。 

 そうはいっても、山をなめてはいけないので、かつて御代田にも、先ほど説明が

ありましたけれども、遭難対策協議会がありましたようです。この実態について、

チラッと先ほど触れられましたけれども、今後、登山道があるとかないにも関わら

ず、万一の場合には、これ、町としても対応していかなければいけないことなので、

今後、この遭難対策とか、そういったもの。これ、遭難対策協議会といいますかね。

こういったものを組織していく考えはお持ちでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 
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 先ほどもちょっとお答えしたわけですけれども、万が一、遭難対策協議会のよう

なものを組織と言われましたが、現実、遭難対策協議会の組織はございます。浅間

連峰全体で、小諸市、軽井沢町、それから御代田町と、３市町で組織をされており

まして、隊員それから補導員というような形で、それぞれ任命をされております。

ですから、先ほどもちょっとお答えをしましたが、実際に登山道ということでなく

ても、万が一、入山者によって何か遭難あるいは事故等が発生すれば、当然出動し

なければならないというのが実態としてございます。 

 そういった中で、現実として、先ほども言いましたように、御代田口の登山道と

しては、草が伸びたり笹が伸びたりというような状況であるというふうに、私も

ちょっと最近見ておりませんけれども、そういった実態はあるというふうに感じて

はおります。ですから、組織はされているということで、ご理解をいただきたいと

思います。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） 今、遭難対策協議会は組織されているということですけれども、

具体的に、それから実際に今どんなような活動をなさっておられるのか、これも

ちょっと説明してください。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 どのような活動をしているかということでございます。 

 浅間連峰全体での事務局は、小諸市の方で対応していただいております。そう

いった中で、御代田・軽井沢においては、支部という形になっておりますけれども、

年に１回もしくは２回ぐらい、浅間連峰全体での訓練をやっております。このごろ

も、４月下旬に訓練があり、うちの方の隊員も、可能な範囲ではそちらの方に参加

したりしております。 

 それから、支部単位では、特に小諸市は、先ほど言ったように、登山道に限り入

山できると。池田議員言われるように、火口から５００メートルまでの範囲、現在

ではレベル１なので入れるという状況の中においては、小諸市独自でも訓練はされ

ているようです。 

 ただ、御代田あるいは軽井沢においては、支部での独自の訓練、年に１度という

形まではいっていないですが、その年によって、できる範囲では対応しているとい
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う状況でございます。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） ある道路を動き回って捜索するなんていうのは、これは愚の骨

頂で、今、この南斜面のどこで何が起きても、ある程度の対応ができるような対応

ですね、それから消防の皆さんも、いざとなれば、消防の皆さんにお願いして出て

行くようになるのだと思いますけれども、その方々にこの道路をきちんと、あるい

は山の形状を認識しておいていただくというようなことは、これ、必要ではないか

と思います。 

 私がこの登山道、登山道とこだわるのは、この浅間の南側の南麓は、これ全部国

有地であり、なおかつこの国有地と同時に国定公園ですね、国立公園ですか、こう

なっていますと、変な話、草木一本、タラの芽もコシアブラもそうなんだけれども、

喜んで摘んでくるとかキノコを採ってくるとかいうことは、法律に触れることであ

って、やってはいけないのですけれども、これは地元の人たちの楽しみとして、皆

大目にみてもらって、またそれを皆が楽しんでいるわけですけれども、そんなとき

もやはりこの登山道というのは、ただ藪の中をがさがさ行くのではなくて、この登

山道を中心にしてアクションをとれるというふうなことになっており、どうしても

これは登山道というものは必要ではないかということで、思っています。 

 また、町には、県指定の文化財として、ベニヒカゲ、それからミヤマシロチョウ、

これが昭和５０年に天然記念物に指定されて、浅間のところにあります。浅間山麓

というふうに記録されています。それから、今度は町の文化財には、昭和４９年に

はアサマシジミ、それからアサマモンキチョウ、５３年にはミヤマトサミズキ、そ

れから平成６年には浅間山のアツモリソウ、それから平成１４年には天狗の露地、

こういったところが町の天然記念物に指定されているわけです。 

 ちょっと、この長期振興計画には、このアサマモンキチョウが町の天然記念物に

なっていますけれども、このパンフレットには、県になっているんです。どちらが

正しいか、また後で見ておいてください。調べていただきたいと思います。 

 このように、併せて御代田町には史跡だとかこういったその天然記念物だとか、

いろいろなものを合わせると、約４４件が登録されていると思います。そのうち、

６件がこの浅間の南麓に関係したものであり、なおかつ、この浅間の南側、南麓に

は、国蝶のオオムラサキなんかも飛んできています。また、２０００キロ旅をする
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といわれているアサギマダラですね。これもよく山で見かけることができるわけで

す。こうした登山道が、道が整備されれば、こうした文化財にも容易に接すること

ができます。 

 この長期振興計画の４章に書いてあるのは、この４章というのは、個性溢れる競

争力ある産業振興計画のまちづくりをしますという中で、第２節には、森林資源の

保全と活用をしますと。施策として森林に親しむ設備を整備する、こんなふうに書

いてあります。これについて、どんな設備を、施設を整備をしているのか、この長

期振興計画に書いてある内容の整備計画というのは、どういうものなのかを教えて

ください。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） それでは、今の池田議員のご質問の、第４章に係る整備

というものについて、お答えしたいと思います。 

 皆さんご存じの真楽寺様、堀篭達雄様を始め、多くの皆さまにご協力をいただき

まして、昨年度から一般公開しております浅間しゃくなげ公園です。５月６日の第

１回浅間しゃくなげ公園まつりの会場となり、１年を通してカラマツの新緑やシャ

クナゲ、ヤマユリが花を咲かせるので、日常の散歩から観光まで、幅広く利用いた

だけると思います。そのようなことで、整備としては、浅間しゃくなげ公園を整備

いたしました。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） たしか、施設整備といっても、この先ほども言いましたけれど

も、国定公園だとか、国有地の中でのいろいろというのは非常に難しくて、容易に

できることではないと思います。我々個人が勝手なことをやれば尚更のこと、いろ

いろ大きな問題になってきますので、ですけれども、私はよく戸隠に行きますと、

行くんですけれども、戸隠のキャンプ場から戸隠の屋舎の入り口、約、これ２．６

キロを長野市では『囁きの小道』と名付けた遊歩道が整備されているんです。あれ

も国有地の中ですね。入口の標識には、長野市が国から２，０００平米を借り受け

て、歩道整備をしたというふうに看板で書いてあります。こうして、国から用地を

借り入れてというのは、この登山道の我々がやってほしい、ほしいと言っている登

山道の整備も、これに値するのではないかと思うのですよ。こういう例にね。した
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がって、町当局のいろいろなその方法をもって、国にこの用地の借入申込み、こう

いったことがやってもらえれば、先ほどから言っている、道路整備だとかいうもの

は簡単にできると。実際に整備するといっても、先ほど話があったように、笹藪が

ひどいよとか、ああだこうだという問題も、実際に実動部隊は観光協会の皆さんだ

とか、旅館組合、あるいはその飲食等ですね、この団体の皆さんの手をかりたり、

山の愛好者に声をかければ、幾らでもボランティアの協力が得られるのではないか

と思います。したがって、行政にお願いしたいのは、この用地を借入れられるよう

なアクション、これをとっていただきたいなと、こんなように思うわけですが、こ

の点について、企画財政課長の方ですかね、こういったことは国の許可を取ること

が大変なことだと思うのですけれども、やはりどこかでアクションをとっていかな

いと前に進まないので、こういったことが可能かどうか、可能かじゃなくて、やる

気があるかどうかですね、逆に。お聞きしたいです。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 今、池田議員言われますように、積極的に動かなければいけないというようなご

意見でございます。国から借入れるというような方法ということでございますが、

先ほども言いましたように、戸隠とこちらは、ちょっと根本的に条件的に違う部分

があると思います。上信越の方面、国立公園に指定されているというその指定の中

身の規制が、非常に厳しいというのが実態としてございますので、先ほどもちょっ

と言いましたが、隣の嬬恋村でも登山道整備をしたいということで、環境省の方へ

の手続きを進めたりしたのですが、そういったいろいろな規制、それから防災上の

面とか、非常に厳しい条件があって、それを乗り越えないと整備ができないという

ような状況で、現実、実現に至っていないという状況にございます。そういったと

ころを踏まえますと、やる気は当然、観光面というふうに考えれば、進めていかな

ければいけない、遊客も図らなければいけないということは、十分に承知をしてお

りますけれども、なかなか進められないというのが実態かと思います。 

 ですから、先ほどもちょっとお答えしましたが、そうはいっても、浅間山は現実

あるわけで、遭難者等が出た場合においては、当然捜索、救助に向かわなければい

けないということもありますので、その辺の最低限の整備ができるかどうかは、私

としても森林管理所と協議をした中で、整備できる範囲ではやりたいと。ただ、そ



１３０ 

の先、登山道として認めていただくという部分については、その先の環境省との関

係がありますので、当然、打診等は図ってはいかなければいけないと思いますが、

前向きに進めたくてもできない部分がかなり、いろいろな条件がありますので、厳

しいかなというふうに捉えているところでございます。ということで、お答えとさ

せていただきます。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） ごり押しして、どうしてもやるという返事を、答えを引き出し

ても、これ、致し方ないことですけれども、実際に我々、ここに住んでいると、浅

間山というのは、本当にかけがえのないものなんです。それだけにこの当事者の皆

さんは、全身全霊をこれに投入していただきたいなと、こんなふうに思います。 

 また、なかなか、昨日も小井土議員の話のところにありましたけれども、活用が

決まっていかない、この町民の森、ここの辺を駐車場にして、それから昔、塩野の

皆さんが浅間へ登っていった林道みたいなのも、わずかに形跡を残しているのです

けれども、あの辺を駐車場にしながら、あの辺というのは、町民の森ですね。この

辺、ここを駐車場にしながら、浅間の方へ登っていくと。あるいは遊歩道にしてい

くというふうなことで、非常にここ先ほどの説明のあった、しゃくなげ公園と町民

の森と更にはそのそれが浅間山につながっていくという、１つの今まで点であった

ものが、今度は線になっていくという可能性があると。非常に大きな観光資源とし

て先ほどの飯塚課長が言われたように、大変なその観光資源として、これからなっ

ていくのではなかろうかということがありますので、くどいようですけれども、全

身全霊を投入して、この道の確保ですね、この方向に動いていただきたいなと、こ

んなふうに思います。 

 また、長期振興計画の中には、佐久観光連携協議会、それから浅間山麓広域観光

推進協議会、東信州観光連盟、しなの鉄道沿線観光協会などと連携して、地域の観

光に資しますというふうなことが書いてくれてあります。対外的に組織されたどの

会議及びどこにこの２５年度の予算書にあるような、わずかな２３万円ほどなんで

すけれども、使われているのか、また、これに関係した会議にどれだけ参加し、ど

んな成果が出ているのか、この辺もちょっと教えてください。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

〇産業経済課長（飯塚 守君） ただいまの池田議員のご質問にお答えします。 
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 浅間山を巡る高原の里には、豊かな自然と魅力的な歴史と生活文化があります。

これらの魅力を余すことなく伝え、多くの来訪者を迎えます。そして、来訪者の一

人ひとりへのおもてなしを大切にして、リピーターにつなげていくため、県内外、

６市町村の行政と観光協会で組織する浅間山麓広域観光推進協議会は、活動として、

北陸新幹線の開業によって、北陸地域が身近になり、石川県民へのアンケートで浅

間高原への関心が高いことから、金沢市での観光キャンペーンや関東方面からの誘

客宣伝のため、軽井沢駅での観光キャンペーンを実施のほか、パンフレット『浅間

路』の作成を行っています。 

 また、佐久地域の各市町村及び観光協会、佐久広域連合、商工会、ＪＲ東日本、

県バス・タクシー協会などで組織する佐久地域観光戦略会議は、佐久地域における

観光協会と誘客促進を目的に、首都圏、北陸観光誘客キャンペーン及び集客の多い

高速道路サービスエリアや、首都圏のＪＲ駅でのＰＲ活動や、県観光協会主催事業

等に参加し、観光振興と誘客促進を図っております。 

 また、上信越自動車道の通過する群馬県西部及び長野県東部に所在する市町村と、

東日本高速道路株式会社とが相互の理解を深めることにより、一体となって高速道

路を基盤とした観光開発など、地域振興を推進するとともに、高速道路の利活用を

図ることを目的に、上信越沿線地域連絡会は１１市町村と東日本高速道路株式会社

とで組織しております。活動としては、西上州、東信州、エンジョイ上信越道とし

て、関越道、高坂サービスエリアや、上信越道横川サービスエリアにおいて、観光

ＰＲを年４回実施するほか、観光ＰＲパンフレット、ようこそ四季報を年３回発行

しております。 

 しなの鉄道を軸とした広域的なネットワークを構築し、沿線の観光資源の再評価

と活用による、魅力ある観光メニューを創造するとともに、積極的な宣伝、誘客活

動を展開し、観光客の増加を図ることを目的に、しなの鉄道沿線観光協会はしなの

鉄道沿線の１２市町村、９商工団体、６農業団体で組織しております。活動は、観

光情報発信事業として、機関紙ガタゴト通信と沿線全体の発行及びホームページで

観光情報の発信をしております。 

 誘客・宣伝事業として、鉄道関係のフェアや百貨店の催事等の機会に活用したり

各種スポーツイベントと連携して、沿線パンフレットの配布を行っております。 

 また、観光ルート構築事業として、沿線観光ルート、ウォーキングルート、未知
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の観光資源を構築し、印刷物やホームページで全国へ発信しております。 

 これらの協議会には、先ほど池田議員のご質問のとおり、全体で二十数万円の負

担金が支払われております。 

 会議等は、年４回前後の会議と、あと、キャンペーン等を行っております。 

 パンフレットや観光キャンペーンで効果を示すのは難しいですけど、御代田町と

すれば「みよたん」等さまざまな場面で観光ＰＲをすることにより、人の目にとま

りやすくなり、御代田町の知名度は上げられるものと思われます。また、「みよた

ん」ぬり絵の実施や、「みよたん」グッズを景品としたイベントを実施するなどし

て、「みよたん」をきっかけとして御代田町に興味を持ってもらうよう働きかけ、

御代田町の観光や特産品について、案内しております。広域で連携してさまざまな

観光資源について情報提供することは、独自で活動するよりも規模や経費から非常

に有効的であり、その中で、各団体の特色を生かした戦略を組み立てることが必要

であると考えております。 

 以上を申し上げて、お答えとさせていただきます。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） 今の課長の説明がありましたけれども、御代田町のそれぞれ担

当部署では、大分努力していただいているけれども、御代田町の観光客の入込みが

この長期計画の中でも示されていますけれども、若干減少気味な傾向をたどってい

ます。観光協会とタイアップして考え、作り出されたゆるキャラで、「みよたん」

は大活躍してくれており、この間、先月に行われたしゃくなげまつりには、予想を

はるかに超えて、はるかにというのはちょっと当事者に失礼かもしれませんけれど

も、我々が思っていた以上に、２，０００人を超える人たちにお出でいただいてい

るようです。 

 この計画と実施にあたっては、大変大きなエネルギーが必要だったと思いますけ

れども、こういったことをクリアできたということは、大変なことで、これからの

町の観光に弾みをつけてくれたイベントだったと、大変評価するものです。 

 ところで、その観光客の入込みの数の減少、それから最近の動向について、原因

だとかそういったものについて、調査はできておりますか。教えてください。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

〇産業経済課長（飯塚 守君） 観光客の入込数と最近の動向等についてということで、
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お答えします。 

 当町の観光客の入込数は、大浅間ゴルフ場、グランディ軽井沢、カーリングホー

ル御代田、浅間縄文ミュージアム、それから現在閉館しておりますメルシャン美術

館の５施設の来場者数に、町のイベントであります『龍神まつり』などのイベント

の入込数を加えて算出しております。平成２１年が２０万４，６００人、２２年が

２２万２，２００人、２３年が２０万７，６００人、２４年が１５万７，５００人

となっております。平成２２年は前年比より１０％の増加が見られましたが、平成

２３年１１月にメルシャン美術館が閉館したため、平成２３年は前年比１０％ほど

の減少、２４年は前年比２４％の減少となりました。 

 こういう状況につきましては、今まで年間約１万４，０００人余りの来場者があ

りましたメルシャン美術館が閉館した影響は大きいと考えます。 

 御代田町の誘客を図るうえで、先ほど池田議員からもお褒めをいただきました町

観光協会主催で行われました、浅間しゃくなげ公園まつり等、さまざまな誘客の企

画について、今後また観光協会や町と協力して検討していきたいと思います。そう

いうことでございます。以上で終わります。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） メルシャンだけが原因ではないというふうに僕は思います。 

 全体的に下がっている原因を、もう少し追及され、その中で何を、先ほどのしゃ

くなげまつりのような企画を上手に運用というか、運営していけば、これからも観

光客の入込みというのはまだまだ期待できるものと思っております。 

 それから、小諸市では、５月８日に浅間山の山開き、これは浅間山荘で行い、当

日２７０人もの方が山に登っておられるようです。当町でも５月１５日には、浅間

山の山開きを産業経済課あるいは観光協会等で山開きをやっております。神主さん

を迎えて、安全祈願を行っているわけですけれども、これからは登山道というもの

を整備して、もっと一般の方々にも、これ、参加していただけるような祈願祭にし

ていったらどうかと、こんなふうなことを考えます。 

 また、県では、山の日の懇話会を立ち上げて、山の日、祝日にする動きなんかが

始まっております。 

 国会では、超党派で先日、祝日法案の改正案を提出する動きがあると報じられて

いました。小諸の市内の観光業者でつくる浅間高峰観光協会協議会では、山の高さ
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が２，５６８メートル、これを平成２５年の６月８日、合わせるとちょうど数字が

標高のあれとぴったり一致する、ものすごく粋なことを考える人たちがいるものだ

なと思って感心したんですけれども、この日を浅間山の山を満喫する日というふう

に決めて、この６月８日に、これからもやっていこうというような催し物を企てて

いる人たちがおります。浅間、我々は浅間山というものに対して、余りにも何かこ

う、無頓着でいた向きがあるのではないかなというような感じがしました。 

 このように、浅間には天然記念物が数多くあったり、それから小学生の高学年で

は、追分登山道を使って、石尊山登山なんかが行われていると聞いています。中学

校の学校教育目標に、美しく雄大な浅間山に学ぶと、こんなように書いてあります

けれども、山の雄大さをただ眺めているだけでなくて、眺めて心の拠り所にするだ

けでなく、御代田登山道をつくって、石尊に登るのと同じぐらいの距離の、せめて

天狗の路地まで行くような計画をして、登山により、山の素晴らしさを体験できる

ような教育指導は考えられませんか、教育長。 

〇議長（内堀恵人君） 重田教育次長。 

（教育次長 重田重嘉君 登壇） 

〇教育次長（重田重嘉君） それでは、池田議員の今の趣旨に基づく発言をさせていただ

きたいと思います。 

 町では、生涯学習の基本構想を定めております。その中では、先ほど中学の関連

もありますが、「浅間山麓の地域と風土に根づいた学習の機会と内容の充実を」と

いうような部門がございます。その観点から、発言させていただきたいと思います

が、浅間山は確かに豊かな自然の恵みを私たちに与えてくれ、先ほど池田議員が申

されたように、県の天然記念物のミヤマモンキチョウ、ベニヒカゲなどの貴重な動

物の宝庫でもあります。そして、これらの自然に学んで、保護に結びつける学習と

いうのを充実させる必要があるというふうにうたっております。 

 また、一方では、浅間山は噴火という大きな試練も課しております。その火山に

ついての正しい知識を得ることが重要というふうに思います。 

 これらのことから、その生涯学習の方の施策としまして、自然を巡る講座、それ

から展覧会等を開いております。それから、子ども自然探検隊とか、火山を知る講

演会などによりまして、こういった浅間山の麓に暮らす我々が正しい知識を持って

浅間山と接していくという機会を推進しているところでございます。 
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〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） まさにそのとおりだと思いますけれども、やはり積極的にそう

いったものを行事に取り入れるとかいうことをしていかないと、今の子どもたちは、

ならば体を動かさないでいたいというような傾向があるようですから、強制でなく

ても、気持ちがそちらの方向に向かうよう、指導していっていただきたいなと、こ

んなように思います。 

 時間があまりないので、町では、ポールウォーキングだとかによる健康管理、こ

ういったものを推進し、体力の増強に努力されておりますけれども、この登山道が

できれば、この山道のウォーキングをすることによって、足腰が鍛えられ、なおか

つ森林浴をすることは、健康維持、増進につながることと考え、非常に効果のある

保健福祉の立場からもこの問題を考えていかなければいけないかなという気もし

ます。 

 先ほど来、縷々申し上げている観光のためにはもちろんですけれども、こういっ

た保健福祉の立場からも、この登山道というものを真剣に取り込んでいっていただ

きたい。この浅間の登山道の整備は、長期振興計画の趣旨にも合致し、町の商工観

光、教育、あるいは福祉、この面からも早急に事業化して、どうしても登山道をつ

くりたいというこの強い熱い気持ちを汲んでいただきたいと思います。 

 続いて、雨水貯水タンクの設置についてを質問します。 

 近年、異常気象による集中豪雨が各所で発生し、家屋、財産、耕地、農作物など

を根こそぎ奪い去るだけではなく、尊い人命まで犠牲になる被害が発生しておりま

す。幸い、当町では、全国的にも年間降水量が大変少ない地域であります。けれど

も、宅地化が進んだ地区では、局地的に発生する集中豪雨による雨水排水対策が重

要な課題となってきます。 

 昨年度より、雨水排水対策の１つとして、児玉用水あるいは天池用水の改修工事

が一部着手されました。梅雨の時季を前に、河川上流部で、各家庭での雨水貯水が

できれば、雨水排水の減少に一役果たすことができるのではないかと考え、こんな

テーマを選びました。 

 ところが、皮肉なことに、ここ５月は、降水量が平年の半分以下、場所によって

は３分の１以下というところがあって、もう既に干ばつに困り、干ばつ対策に追わ

れるところが出てきているようです。 
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 町では、平成１７年に雨水貯水施設補助金要綱が施行されました。この補助金を

利用して設置された水槽ですね、これはどのくらいあるのか。また、どのくらいの

金額がこちらに費やされたか、ちょっとお聞きします。 

〇議長（内堀恵人君） 荻原建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） これまでの設置と申し上げますか、浄化槽から雨水貯留施設

への転用された件数につきまして、お答えいたします。 

 平成１７年度に３件、平成１８年度に２件、平成１９年度に１件、平成２０年度

に１件、平成２３年度に１件の申請がございました。これまでに合計８件が設置転

用されておりますので、１件当たり５万円でございますので、４０万円の支出とい

うことになります。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） 説明にありました施設は、この要綱は、先ほどもちょっと説明

しましたように、下水が完備されて、今まで使っていたその浄化槽がいらなくなっ

たものに対する対応だというふうに、この要綱がなっているのですけれども、こう

いうものではなくて、各家庭で屋根の雨水を雨樋から落ちてくるやつを貯めておい

て、それを、いざ渇水のときには使う。あるいは豪雨のときには、そちらに溜めて

おくと。この山間部の棚田ですね、これは雨水だとかそういったものを貯める小さ

なダムの役割を果たすというふうにいわれてきています。一般家庭でこの雨水をタ

ンクに貯めておくことで、この小さなダムの役割を果たしてくれるのではないかと

思うわけです。 

 最近、新潟あるいは大阪の堺市などでも、自治体がこの雨水を貯水するタンク、

この設置に費用の２分の１だとか、あるいは１万円を上限に補助するというふうな

ことが報じられています。こうした一般家庭でできる簡単にできるポリタンクでの

貯水施設に対して、設備に対して、この要綱を使いやすく変えて、こういうこちら

の方にまで適用できるようにしてもらうことは考えられませんか。 

〇議長（内堀恵人君） 荻原建設課長。 

〇建設課長（荻原 浩君） お答えいたします。 

 当町の公共下水道の水洗化率でございますが、平成２４年度末現在において、

８８．２％となっておりまして、接続率の向上は大きな課題となっております。 
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 参考までに、草越・広戸の農排の水洗化率は９５．０４％、面替・豊昇地区の個

別排水処理施設の水洗化状況は９８．５１％と、公共下水道とこれら２つの農排や

個別排水と比べますと、非常に低いような接続率となっております。 

 そもそも、本要綱につきましては、池田議員おっしゃいましたとおり、浄化槽で

排水処理をしているご家庭に対して、公共下水道、あるいは農業集落排水への接続

を促進すること、これを主たる目的として制定した要綱であります。標準的な大き

さも、池田議員がおっしゃいました、一般家庭で雨水を貯めて、庭木の水やりに使

用するような規模の小さいもの、これらも対象となっている要綱でございます。 

 一方で、雨水災害防止の観点から見ますと、たとえ小規模な水槽であっても、突

然の集中豪雨の際に、既に水が溜まっていたのでは、意味がございません。常に空

の状態で管理していただき、相当の地下浸透率が常に確保されていなければ、集中

豪雨時における雨水の流出防止効果がございませんので、日常の維持管理が必要不

可欠となってまいります。設置後の住民の皆さまのご負担も増えてしまいます。 

 本要綱の目的と、雨水災害防止の観点とでは、別質のものと考えておりますので、

現在におきましては、本要綱での補助対象の拡大につきましては、考えておりませ

ん。 

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。 

〇５番（池田健一郎君） 今の要綱では、下水道への接続促進のための要綱だというふう

に説明がありましたけれども、この小さなポリタンクの使用というやつは、要綱の

中に入っていない項目ですよね。したがって、先ほどの集中豪雨というのは、便宜

的なその話ですけれども、実際に貯めておいた水を有効に使うということ、上水道

を使わないで、この雨水を例えば、一里塚だとか西軽井沢、向原、児玉の一部とい

うのは、この追分火砕流の、この土地の人がいう、いわゆる焼け砂というその砂の

上にあるために、非常に保水力がないんですよね。したがって、それらをクリアし

ていくには、やはりまめに溜まっていた水を庭の花、花木、あるいは前栽の野菜、

こういったものに利用できるのではないかというふうなことを考えます。 

 そこで、このポリタンクを各家庭、２５０からせいぜい５００リットルぐらいだ

と思うんですよ。１トンもあるようなものは必要としませんし、そうすると、大体、

購入価格というのが１万円前後の品物なので、これらが容易に購入しやすくするそ

の条例にしてもらえないかなと、こんなわけで、こんなことでこのテーマを取り上
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げました。この人口散水をしていくような土地がいっぱいあるということも、頭の

中に入れておいていただきたいし、これからこういったものも要求があるのだと、

町の人たちからはあるのだということも、頭の中に入れておいていただきたいと思

います。 

 時間ですので、以上で終わります。 

〇議長（内堀恵人君） 以上で、通告６番、池田健一郎議員の通告のすべてを終了いたし

ます。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前１０時５７分） 

（休  憩） 

（午前１１時１０分） 

〇議長（内堀恵人君） 休憩前に引き続き、本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 

 通告７番、古越 弘議員の質問を許可いたします。 

 古越 弘議員。 

（８番 古越 弘君 登壇） 

〇８番（古越 弘君） 通告７番、議席番号８番の古越 弘です。 

 今年は、例年にない早い梅雨入り宣言が出されましたが、本当に梅雨に入ったの

か、このまま空梅雨が続き、大地や草木、農作物は大丈夫なのか、毎日が心配され

ております。早くしっとりとした雨と空気に包まれ、心にゆとりを、懐に潤いをと

願いたいものでございます。 

 さて、一見読みづらいと言われる御代田町も、４０回を超えた『龍神まつり』や、

しゃくなげ公園まつりなどのイベントを催してみると、相当数の人数を集めること

ができ、御代田の名前もかなり知れ渡ってきたように思います。 

 対外的に名の通った龍神などを活用して、町指定の特産品等も絡めた御代田町に

こだわった活性化はできないものか、まず、町にお伺いをいたします。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） それではお答えします。 

 まつりなどの催し物は、その開催する目的により、内容や方法が異なります。 

 『龍神まつり』は、町民まつりとして位置づけられていますことから、町民が主
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体となって、地域文化の認識と継承を促進しつつ、気軽に参加し、楽しみながら交

流を図ることで、地域のつながりや一体感が生まれることにより、観光資源として

も育成され、町の活性化につながると考えます。 

 また、町の特産品は、食品衛生法及び関係法令に違反していない物品であり、か

つ、品質が特に優れ、御代田町のイメージにふさわしいと認められるもの、または

御代田町以外では、入手困難であるものについて、御代田町商工振興条例に基づき、

特産品委員会で認定したものであり、平成２５年５月末現在、おにかけうどん他、

３７点が認定されています。 

 町の生産物の販売には、まず、地産地消が必要と考えられます。町内企業でそば

茶を製作している会社があり、平成２４年度御代田町の出荷原そば２万６，７００

キロのうち、２万キロを購入いただいており、今後、会社としては血液改善効果の

あるとされているルチンが、普通そばと比べ約１００倍多く含む、だったんそば茶

を多く取り入れられたいということから、御代田町での栽培を期待しており、今年

度、試験的に栽培を農業者にお願いしているところであります。 

 また、町内企業との懇談から、社員食堂で使用している野菜が近隣のものでなく、

新鮮さがないとのことから、社員食堂に入っている業者との話し合いで、需要にこ

たえられれば、地元産の野菜を購入していただけるという話もあります。また、現

在、おにかけうどんの具材は、地元の野菜を使っておりますが、うどん用の小麦粉

は、地元産でないことから、小麦も地元で栽培し、１００％地元産にしてはという

意見があり、以前より小麦を栽培している団体と農業改良普及センターに協力を依

頼し、現在試験的に小麦を栽培している状況です。 

 そのほか、遊休農地解消から始まった野菜生産の女性グループは、観光協会主催

の東京御代田会宣伝会で野菜を販売した経過から、現在は５月から１２月にかけて

１カ月に１回、クール便を利用しながら、時季に採れた新鮮な野菜８品～１０品を、

フレッシュベジタブルという特殊な箱に詰めて、レシピとちょっとした案内を添え

て、宅配を行っています。 

 教育現場に視点を当てた他の女性グループでは、中学校において子どもたちに地

元のことを知ってもらうため、レタスを火に通して調理するレタスビビンバとスー

プの２点を、ふれあい料理実習と題して実施し、レタスの消費拡大を目指しており

ます。 
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 町民の人が知らなかったり、購入したことがないものは、口コミ情報なども少な

く、販路はなかなか広がりません。今後は農業者から小売業者までが連携して、原

材料の生産から製品の販売まで一元化した取組みが必要と考えますことから、独自

産業化の推進も含め、地域が連携した取組みに関係機関と連携し、町も支援してい

く考えであります。 

 御代田町は、対外的に認知されていない状況にあり、特産品を町内外の多くの人

に知ってもらうためには、先ほどお答えしました実践事例や、御代田町観光協会の

キャラクター「みよたん」を活用して、『龍神まつり』を始め、さまざまな会場で

の販売促進や、他町村の事例では、今まで販売していたお菓子にキャラクターを入

れただけで、売上げが倍増となったという話もあるので、パッケージに「みよたん」

を印刷して販売するなどの取組みを検討するほか、また、その特産を有効に活用す

るには、その特産単品ではあまり販売できない品物でも、他の品物と合わせ、製品

とし、好まれる状況となる工夫や、生産者と小売業者が連携した、顔の見える販売

促進が必要と思います。 

 普通にどこにでもあるようなものは、欲しいとは思われないことから、その町し

かないこだわりは、消費拡大の重要なポイントであり、活性化にもつながると考え

ます。以上でございます。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） そこで１つ、提案なのですが、こんな活用方法をしたらいかがか

と思いまして、これから今提案を申し上げます。 

 地産地消の点も絡めた提案ですが、こんな活用方法を考えてみたらどんなもので

しょうか。 

 例えば、先のスポーツイベントのマレットゴルフ大会、ネーミングが平凡でまず

いと思います。全国どこにでもある、町長杯ではなく、せっかく対外的に名の通っ

た龍神の町ということにこだわり、御代田龍神杯マレットゴルフ大会とかの参加賞

の賞品は、品物をすべて、３７点もある町の特産品を使う。そしてまた、表彰式あ

るいは懇親会等は、やまゆり体育館等にブルーシートなどを張りまして、その中で

町の業者の食協加盟店の人たちの飲食物を使用して、その設営とか片づけは当然業

者がやるわけでございますが、すべて町のもので賄う。そして、その優勝者は、町

の『龍神まつり』に招待をする。そして、来賓のお客と一緒に紹介をしてやるとい
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う形のものをやって、すべて御代田町で採れたもので、そういうスポーツイベント

をやって、最後も全部御代田町のものを使ってもらう。 

 また、春先には『しゃくなげ公園まつり』がございますから、しゃくなげ、その

名前もしゃくなげ杯といたしまして、それでそういう同じような形態で行う。そし

て、あるいは、特別な形、３回ぐらい優勝したら、しゃくなげの植栽をして、そこ

はその人の名前を付けてやる。そしてまた、しゃくなげまつりには来賓としてお客

として呼んでやる。そして紹介をしてやる。そんな形で、とにかく、町でやるもの

が町の誇れるものがあったら、一貫をして、スポーツイベントだろうが何だろうが、

すべて町の形でやるという形にしまして、その両大会に関しては、結構名称が通っ

ておりますから、町内外どなたでも参加ができるというような方法にしてやる。そ

して、例えば町だけの大会であったら、やまゆり杯、町花がやまゆりでございます

から、やまゆり杯として、やることは全く同じ。すべて町のものを使って、特産品

を町の人たちにまず知ってもらう。そして、消費をしてもらう。その次に宣伝。こ

ういうことになろうかと思います。 

 とにかく、わからなくて、町に３７点ありますと言われましても、おそらく知っ

ている人は幾らもいないと思います。また、消費した人はもっと少ないと思います。

したがいまして、それをまず町で活用をして、町で知れ渡らせなければならない。

そして、その中にはアンケート用紙を入れまして、その商品に対して何か考えるこ

とがあったら出してもらう。皆さんから返ってこなくても、１通でも２通でも来た

ら、それを参考にして、業者にまたその点を改善をしてもらうとか、新しいものを

開発をしてもらう。こんな形をとりまして、とにかく御代田町にこだわった、御代

田町であるから龍神という名前が、御代田であれば龍神だという形がとれるという

ものになって、せっかく知れ渡ったもの、ただお祭りだけで終わらせるのではなく、

一年中使えるものに関しては、何かに使う。こんなような形を考えたらいいなと思

いますが、どんなものでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

〇産業経済課長（飯塚 守君） 『龍神まつり』を始め、町の特産品について町内でもう

ちょっとＰＲをうまくできないかということですが、町としましては、一例で申し

上げますと、そば茶等につきましては、総務課の方で町の会議とかそういうところ

で使用する場合は、予算がありますから、その範囲内で購入していただいておりま
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して、それで提供してＰＲをしていただいております。 

 また、先ほどの古越議員の例ではありますと、各団体で行われる大会等について

ということですので、そちら等につきましては、各団体とも協議しながら、推進し

ていくことはやぶさかでないと思いますが、各団体の予算とかもありますので、そ

の範囲でできることを少しずつやっていただければと考えます。 

 いずれにしましても、推進に向けてさまざまな団体と協議等をする中で、検討を

進めていきたいと思いますが、よろしくお願いします。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） 今まさに言った、だったんそば茶の関係もそうなんですよね。例

えば、先日の町の消防のポンプ操法大会、来賓の線に配られたのは、一般に売られ

ておりますお茶でございました。そういうものをなくして、そういうものに代われ

るというものに対しては、せっかく町に業者というか製造の会社がございます。そ

の会社の製品、また、そばもこれから振興していくという形ですから、その点から

も、町でまず自分たちが消費をして、自分たちがその血液が良くなるといえば健康

になる、こんな形でとっていったらどうかと思うのですが、ただ、財政的な問題も

あるということですが、企画財政課長、その点はどんな感じでしょうか。そんなに

高くはならないと思うのですが。 

〇議長（内堀恵人君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 突然のご指名で。 

 だったんそば茶につきましては、今総務課の方に確認をしたところ、市販のお茶

とそう変わりはないというような状況でございますので、有効に進めていただくよ

うに、当然、行政の行うことですから、高上りについてはやはりできない部分もご

ざいますけれども、そういう状況であれば、町で使うときには、まとめて購入して、

使用していくような方向性を皆で考えていきたいと思います。一般的に特産品とい

うと、製造量が少なくなりますので、割高になる傾向もあろうかと思います。 

 先ほど、産業経済課長も答弁で申しましたが、それぞれの大会についても、町民

に限られるような大会もやはり町民や在職者ですね、に限られるような大会もござ

いますので、その辺では難しさもありますけれども、古越議員のおっしゃる提案に

ついては、前向きに検討していきたいと、こんなふうに思います。以上でございま
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す。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） いずれにしても、まず町民が町指定の特産品を知り、それで地消

することが大事であると思います。 

 ですから、賞品でも各種イベントや集会等で出てまいりますれば、自分では買わ

なくても、自然に消費するという形になりますから、多少高くなりましても、参加

費が多少上がっても、それで賄うということで、決して町費から出せとかそういう

ことではございません。やるときに町でそういう方法でやるという形になりますれ

ば、自然にそういう格好になると思うんですよ。ですから、対外的な話の、さっき

のたまたまマレットゴルフが出ておりましたが、ゴルフ場も非常に狭くて難しいと

か、いろいろ評判を今聞いております。しかし、それはそれでいいんですよ。それ

はそれなりのマレットのゴルフ場でやると、そういうことで出た結果が出ればいい

ことでございまして、決して皆、１００メートル競争ではございませんから、１００

メートルに測る必要はないと思うんですよ。特徴があるそのマレットゴルフ場でそ

ういう形が出たら、さっき言ったとおり、龍神杯の場合は御代田の町の『龍神まつ

り』に招待されると、そのときにはおにかけうどんの、１杯ぐらいはとにかく招待

客として提供してもよろしいわけですが、そんな形をとっていけば、御代田という

ことで何かやると、こういう形があるという、人と違ったこと、御代田にこだわっ

たこと、こういうことに大いに力を入れたら、またそれなりの何か形が出てくるの

ではなかろうかと、こんな考えを持っているわけでございます。それで、多額の費

用も、新しい場所や新しい施設もいるわけではございません。これはやり方とかそ

ういう形でできるのではなかろうかと、こんなことを考えたわけでございます。 

 町長はこの点は、どんなふうに思いますか。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 大変貴重なご意見をいただいたというふうに思います。 

 今、議員ご提案のその内容が、どのようにできるかというのは、ちょっと何とも

申し上げられませんけれども、確かにいろいろ考えなければいけないということは

感じました。 

 例えば特産品なんかで、よくニュースで見るのは、学校給食で地域の特産品を給
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食に出すというようなのが結構ニュースなんかに出ますので、私なんかは今、こう

お聞きしていて考えたのは、そういう学校給食で活用できないかとか、それとか、

この間、例えば中学校３年生の授業を私、５年ほどやらせていただいているのです

けれども、それは御代田町に大いに誇りを持とうよという、いずれは御代田町から

学生その他で出て行く、都会に出ていく子どもたちに、御代田町の１つの宣伝とい

いますか、御代田町に誇りを持ってその地域で御代田町を語っていただくというか、

宣伝していただくと、そんなことも考えて、やっています。成人式でもそんな形で、

御代田町の誇れるものということで、お話をさせていただいておりますけれども、

ですから、そうしたマレットゴルフとか、いろいろありますけれども、子どもたち

であるとか、そういう成人式でありますとか、そういうところでもそんなようなこ

とがきっとできれば、その人たちが都会の中で宣伝の役割を果たしていただけると

いいますか、非常にいい効果になるのかなというようなことも感じておりますけれ

ども、ただいまの質問については、申しわけありません、何も今言えませんので、

また、はい、考えさせていただきます。ありがとうございます。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） 今はね、マレットゴルフは１つの例なんですよ。そんな形に町の

やる行事に対して、御代田町という特徴を出すということが、ずっとつながってい

られる、例えば龍神の話が出ましたが、龍神と言えば御代田町だという形になる形

に使えばいいわけでございまして、決してマレットゴルフにこだわっているわけで

はございません。ですから、賞品の関係も、特産品を大いにやるという形は、それ

で結構ですし、先ほど産業経済課長が言っておりました、フレッシュベジタブルな

る形のものでも、あれでも賞品に使える可能性はあると思うんですよ。結局、そう

いうところで何かをやった場合に、御代田での賞品が月に１回が４カ月ぐらい来る

とかということになると、かなり楽しみになりますから、御代田町の人たちでなく

ても、例えば都会から来た人たち、マレットゴルフの大会を、またマレットゴルフ

に戻って申しわけないですが、半日やったが、その残った半日はしゃくなげ公園の

散歩に行くとかということで、なるべく御代田町にとどまってもらったら、御代田

町にお金を落としてもらいたい。御代田町に回るお金は御代田町の人が使ったら御

代田町の中にお金が回るような形というものを考えないと、すべて外に行ってしま

いますから、御代田町の大会に出れば、自然に御代田町のある程度の業者というこ
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とになりますけれども、皆さんにとにかく行くんだと、そういうものをつくらない

と、どこかで来たけれども、みんな出ているのはよそへ出てしまったという形では

なくて、せっかくある『龍神まつり』も、本当は『龍神まつり』に来た人たちが、

いかに御代田に経済効果をしてくれるかというものを考えないと、ぼつぼつ４０回

を超えておりますから、その形で、私個人はちょっとしたまた考えはございますが、

そんなことも含めて、何とか御代田の方の活性化につなげていったらどうかなと、

こんなことを思っておりますので、検討の方、よろしくお願いをいたします。 

 次に、新クリーンセンターの現況の進め方についてをお尋ねします。 

 佐久市に建設予定の新クリーンセンターは、現在、環境影響評価調査中であるが、

当町の隣接区での説明会では、一部の質問等に対し、時期尚早との見解から、具体

的な回答はなかったと聞いております。当町の考え方、進め方をお聞きをいたしま

す。 

 まず、町長に３点、確認をお願いいたします。 

 町長は、ごみ問題解決に政治生命をかけると公言、決着に全力を挙げると言った

が、そのことに今も変わりはございませんか。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） いずれにしましても、将来に向けて御代田町の安全、安心、安定

的なごみの処理ということにつきましては、行政としてのとても大きな課題であり

ますので、当然、現在進めていることにつきましては、私の全力を挙げて取組むと

いう決意に変わりはございません。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） 町長は、それは何をもってごみ問題は解決あるいは決着をしたと

お考えでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 御代田町の歴史ということを考えてみますと、それは例えば小諸

市との南ヶ原のごみ焼却場もいろいろな経過の中で、１５年という非常に施設とし

ては短命に終わって、継続した処理ができなくなってしまった。そして、その後、

民間企業にごみの処理をお願いする、そういう意味で言いますと、これまでの経過

ということを見ますと、将来に向けて安定した処理というのが、なかなか実現して

きていないというのが現実かと思います。民間企業にお願いしていることが、不安
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定なのかということは、簡単には言えませんけれども、しかし、経済情勢や社会情

勢の変化の中で、その民間企業が経営を継続できるのかどうかということも当然考

えられますから、そういうことを考えますと、より将来に向けて安定してごみを処

理できる方向というものを明確にしていく、その今回は非常に大きな流れをつくっ

ていく取り組みかなというふうに思っております。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） ちょっと今の、重複するかもしれませんが、町長が常に口にする

町民益に関して、ごみ問題では何をもって町民益とするのか。今の答えに結構入っ

ていると思うのですが、具体的に安定という言葉が出ました。ほかに何かございま

したら。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 町民益という言い方でいきますと、いかに経費を抑えた処理をで

きるのかということにもなっていくかと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） とにかく町民が、安心をして安全で安価に、そしてまた、もう１

点、ごみの分別は簡単にできるということが、私は町民益ではなかろうかとこんな

ふうに考えるわけでございます。したがいまして、今度のごみ焼却場の形にいたし

ましても、安心、安全、安定だけでなく、安価にいかにごみの分別が町民にとって

負担の少ないものになるかということも、重要な問題になるのではなかろうかとこ

んなことを考えております。 

 あとは、町民課長の方のお答えをお聞きした後にいたしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） お答えします。 

 それではまず、現在、古越議員が申されたとおり、環境影響調査の最中でござい

ます。この状況について、まずはご説明をさせていただきたいと思います。 

 新クリーンセンターにつきましては、現在、関係各区のご理解をいただいた中、

環境影響評価の現況調査を実施しております。 

 今までに実施されている調査といたしましては、本年の１月下旬に１週間、冬期

の猛禽類、鳥類、哺乳類に係る調査が行われております。この調査では、町内３地
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点で２日間、猛禽類の定点観測と、建設候補地周辺では、２晩にわたる哺乳類の生

け捕りの罠と無人撮影機を設置、個体の捕獲及び撮影が行われております。猛禽類

以外の鳥類調査は、調査範囲内を歩きながら、双眼鏡等を用いて、現れ出てくる鳥

類の種名、数を記録する調査が行われております。 

 地上気象の調査では、２月１日から面替区上尾崎と建設候補地の２カ所において、

これは通年観測が開始されております。面替区の上尾崎では、風向、風速、気温、

湿度が測定されております。その他、町内９カ所で地上気象調査、風向、風速、気

温、湿度、町内７カ所で大気質調査ということで、降下煤塵、二酸化硫黄、ダイオ

キシン類などが４月１８日から１週間行われました。なお、この地上気象と大気質

の調査は、季節ごと、四季の季節ごとの調査が予定されております。 

 そのほかに水質調査では、面替区の集落内の井戸２カ所と、大星付近及び豊昇区

の久能水源について、２月に採水が行われ、調査が行われました。 

 今後、地下水は夏に、河川水は四季の季節のごとに調査が行われます。 

 ふれあい活動の場の調査として、５月３日、龍神の杜公園と雪窓公園において、

利用状況を把握するため、利用実態等の聞き取り調査も行われております。 

 この現況調査は、来年の１月まで実施されまして、その調査結果に基づきまして、

本事業の実施が環境にどのような影響を与えるかを予測し、その予測結果から、環

境に与える影響の程度を評価いたします。 

 この調査結果及び予測評価、影響を提言するための保全対策などを記載した、環

境影響評価準備書を、来年の４月を目途に取りまとめる予定でございます。この準

備書は、公告、縦覧及び説明会にて皆さまのご理解を得てまいります。この準備書

について、環境保全の見地から意見を有する方からの意見書、更に町長の意見書の

提出を受けて、長野県環境影響評価技術委員会による審議がされ、知事は準備書に

ついての長野県環境影響評価技術委員会及び市町村長の意見を勘案するとともに、

環境保全の見地から、意見を有する方からの意見等に配慮して、事業者に意見が送

られることとなります。事業者は、知事意見を勘案するとともに、環境保全の見地

から、意見を有する方の意見に配慮して、準備書の記載事項に必要な検討を実施し

ます。そして、必要に応じ、追加調査等を実施しまして、環境影響評価書及び要約

書が作成されまして、知事へ送付され、公告、縦覧となります。その後に事業者は

評価書に記載した事後調査の状況及び実施状況等を記載した報告書を知事に送付
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することとなります。このとき、知事は必要があると認めるときには、事業者に環

境保全のための措置を求めることとなっております。 

 以上のような手順を踏んで、関係皆さまのご理解をいただいた中、事業を進めて

まいることとなります。 

 なお、本年の７月中には、上層気象調査現地見学会を、また１０月には、現況調

査の中間報告会を予定をしております。以上でございます。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） 新クリーンセンターの施設が耐用年数を経過した後、その後の形

というものはどういうふうに考えておりますか、お尋ねをいたします。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 それでは、今の年数が過ぎた、建設後の使用期間という形になろうかと思います

けれども、現在の佐久クリーンセンターも、供用開始から２８年が経過し、今まで

にダイオキシン類発生防止対策の大規模改修が平成１２年から１４年度に実施さ

れましたけれども、老朽化が進行しているため、近年、補修費が高額になっている

ということ、また、川西清掃センターも、３０年が経過して、老朽化が進んでいる

ために、維持管理の費用面からも新たなごみ焼却施設の建設が必要であるという気

運が高まりまして、新クリーンセンター整備計画に至っております。 

 なお、このことについては、説明会でも質問がありまして、佐久市の回答では、

稼動年数をあらかじめ設定する形はとらず、施設が安全かつ安定的に運転が可能で

ある限り、運営を続けさせていただきたいと考えていると。ただし、耐用年数が過

ぎたときに、改修等との費用対効果を考え、判断したいとの回答でございました。

町としましても、佐久クリーンセンターから新佐久クリーンセンターへと移転した

ことと同じように、この場所に永久的にクリーンセンターの整備、建設を受け入れ

ているわけではございません。ごみ処理に関する経費も税金を使って負担していか

なければなりませんので、当然ながら、費用対効果等を見極めて、より効果的な方

法を選択する必要があります。そのため、この問題については、今後の検討課題と

して抱えて検討してまいります。 

 なお、この問題については、地元との当然協議を進めて、進めていきたいと思っ

ております。以上です。 
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〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） 当然、近隣の地区では、そういうことはかなり関心があろうかと

思います。その点も町としてはやはり申し上げるべきことはちゃんと申し上げて、

その形に入っていってもらいたいと思います。 

 また、佐久市長土呂に建設予定の火葬場では、地元区と地域間協定を結んだと聞

いております。近隣区がそのようなことの希望があるということがわかりましたら、

町側はどういうふうに対応をするつもりでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 地区協定の締結につきましては、今の説明のとおりアセスの調査中でございます。

今後協議し、決定していくこととなろうと思いますけれども、いずれにしても、環

境保全に関することについては、施設が一部事務組合という形での運営となります

ので、一部事務組合等締結する形になろうかと思います。ですが、この際にも組合

には十分に説明を行い、協議を行ったうえ、理解を得るよう、町が責任を持って対

応することとしていきたいと思っております。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） いずれにしても、地元といいますか、近隣区の人たちは町を頼り

にするしかなくなろうかと思いますので、その点も十分に考慮をして進めていって

もらいたいと思います。 

 また、近隣区から、これから先に進んでまいりますと、さまざまな要望が出てこ

ようかと思います。そのときには町の対応はどのようにするつもりでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） 地元区の要望等、どのような段階でというお話でございます

が、まず第一に、今の説明もしたとおり、アセスに関する要望につきましては、そ

れぞれの段階で説明会を実施し、要望をお聞きし、対応をして、求めてまいりたい

と思っております。地域の要望につきましては、町が責任を持ってお聞きし、町で

対応するものについては、責任を持って町が、一部事務組合で対応していただくも

のについては、構成員である町が責任を持って一部事務組合に対して要望してまい

ります。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 
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〇８番（古越 弘君） また、当町は、生ごみは浅麓環境施設組合に委託をして処理をし

ている、委託というか、出して処理をしているわけでございますが、佐久市は生ご

みも新クリーンセンターで焼却するというように聞いております。その点は、町は

どういうことに対応するつもりでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 ごみの分別処理の形につきましては、新クリーンセンター整備にあたり、基本と

なる佐久地域の循環型社会形成推進地域計画というものをつくってございます。目

標年度の平成３０年度のごみ計画処理量は、佐久地域で４万４，２５１トン、これ

は１年間でございます。そのうち、焼却処理量としましては、２万６，５６０トン

と推計されております。これは、平成２１年度の数量をもとに、一般廃棄物の減量

化、再生利用に関する目標を定め、循環型社会の実現を目指し、各市町村が発生抑

制、再使用、再利用など、各種施策に取組むことで、目標を達成するものでござい

ます。したがいまして、この計画策定にあたりまして、各自治体で行われている生

ごみの堆肥化、プラスチック製容器包装の分別収集など、現在、資源化しているも

のは、今後も継続していくことといたしております。新クリーンセンターでの焼却

は行いませんので、大きく分別区分が変更となることはございません。 

 ただ、変更となるごみといたしましては、現在、不燃ごみとして井戸沢最終処分

場で埋立処理していたごみのうち、プラスチック製のおもちゃ、タッパーなどの容

器、カセットテープなど、焼却ができる可能性のハイプラスチックは、焼却可能と

なりますので、これにより、サーマルリサイクルとして熱回収も可能となりますこ

とから、発電や最終処分場の減量化も図られるということの中で、焼却処理をする

もので、この点だけが変更となるものでございます。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 古越 弘議員。 

〇８番（古越 弘君） いずれにしても、町の対応をしっかりやっていただきたいと思い

ます。 

 まず最初に町長に確認した点でございますが、これは責任を追及するとか、そう

いうことではございません。町長がいかに真剣にこのごみ問題に取り組んでいるか

ということの、町長の決意の表れだと私は理解をしております。したがいまして、

町長がその気持ちを最後まで持って、住民、町民益のために頑張って対応していっ
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ていただきたい、こういう形ですから、これが皆さんに知れ渡るような形というこ

とで、先ほどの確認をとらせていただきました。 

 ごみ問題に限らず、継続する事業に決着はないと思うんですよ。今後、起こり得

るさまざまな問題に、行政がいかに対応するか、町民の要望をすべて聞き入れると

いうことは不可能であるが、重要なことは、行政に対する町民の不信感を抱かせな

いということだと思います。感情的な対立になり、全く話し合いのできなくなるこ

と、これが一番恐れることでございます。このようなことも考え、十分対応に気を

つけて、行政側が誠意ある対応をする、それが好結果を生むのではなかろうかと、

こんなふうに感じております。町民も行政にはことさら厳しい点もあろうかと思い

ますが、職員の一層の努力を願い、質問を終わります。 

〇議長（内堀恵人君） 以上で、通告７番、古越 弘議員の通告のすべてを終了いたしま

す。 

 昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午前１１時４８分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（内堀恵人君） 休憩前に引続き本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 

 通告８番、野元三夫議員の質問を許可いたします。 

 野元三夫議員。 

（１番 野元三夫君 登壇） 

〇１番（野元三夫君） 通告８番、議席番号１番、野元三夫です。 

 今回は、件名、２件を事前に通告してございます。 

 まず、１件目の、住んでみたくなる町づくりはということで、質問を始めたいと

思います。 

 町長は日頃より、住んでみたい町、住んで良かった町づくりと発言されておりま

す。この言葉は、心地よく心に響くので、とても好感が持てます。私も小さな町の

一政治家として、穏やかな生活が送れるためのお手伝いという言葉を信条として、

この４年間、過ごしてきたつもりでございます。この４年間、何も知らない新米１

年生議員の議員活動にお付き合いをしていただいたことに対して、町長を始めとす
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る町関係者の皆さまに、まずお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございま

した。 

 さて、この４年間に御代田町には町を活性化するための長期的なビジョンが見え

ないのではと言われることが何度かございました。町政運営を進めるうえで、目玉

となる何か大きな計画も必要だとは思いますが、それよりも多くの町民が望む事柄

を一つひとつ地道に解決していく、今の町の姿勢を私は良しと考えております。 

 ２番目の質問で触れたいと考えていますが、桜並木通りを始めとする道路改良、

また、広報に関しても、ごみ関係、福祉関係、社会体育関係などのそれぞれの部署

がそれぞれに発行していた広報誌を１つにまとめたらという提言に対して、今ちょっ

と手元に持ってきたのですが、このような「みよたん」を表紙に使った、立派な暮

らしのカレンダーという形にした、町の企画力、それから消費者被害低減のための

広報が弱いのではという指摘に対して、これもやはりちょっと手元に持ってきたの

ですが、やまゆりの６月号の４ページになるのですが、クーリングオフの説明とい

うことで、消費者被害に対する喚起、これを迅速に行っていただけるということは、

住民目線に沿ったものだと思っております。そして、東日本大震災以後、町も計画

はしていたとは思いますが、防災・減災のために防災係を置くべきだとの質問にこ

たえ、翌２４年度から防災係が設置され、防災・減災の施策が歩みを速めて進んで

いるように感じております。そして、今年に入り、やはり防災・減災目的の見直し

という観点から、災害時協定の見直しを行い、御代田町郵便局さんとは再協定を締

結し、ホームセンターのコメリさん、飲料水のキリンビバレッジさん、それから食

品スーパーのツルヤさんと災害時協定を結ばれました。 

 ここでお伺いしたいのですが、以後、どのような業種、業態の企業と災害時協定

を結ぶ予定があるかないか、それをまず総務課長、お答え願いたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

（総務課長 清水成信君 登壇） 

〇総務課長（清水成信君） それでは、野元議員の質問にお答えをいたします。 

 今、議員も言われましたが、ダブる面もありますけれども、ご承知おき願いたい

と思います。 

 当町では、一昨年の東日本大震災以降、防災・減災対策に積極的に取り組んでき

たというふうに思っているところでございます。過日、新聞報道もされましたが、
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災害協定の締結もその中の１つであるというふうに思っております。今年度に入り

まして、先ほど議員も言われましたが、５月１５日にはＮＰＯ法人コメリ災害対策

センターと、５月２０日には、サントリービバレッジサービス株式会社関東信越営

業本部と、そして、５月３０日には、株式会社ツルヤと、それぞれ災害時における

物資、飲料水等の供給に関する協定を締結させていただいたところであります。 

 先ほど議員も言われましたが、既にこの２月には、御代田郵便局との間でも、こ

れまでの災害協定の内容を見直しを行い、災害時における御代田町と御代田郵便局

の協力に関する協定を締結をし直したところでもあります。これまでに締結をして

いる協定を含めますと、現時点では、民間企業、あるいは団体の皆さまとは９つの

協定をしております。それから、地方公共団体レベルでは、２つの協定を締結して

いるところでございます。 

 これから、災害協定をあらかじめ締結をしておくことで、いざ災害が発生したと

きには、速やかな応急措置や優先的な物資の供給を受けることが可能になり、町と

しての防災・減災につながることにもなるというふうに考えているところでござい

ます。 

 最近は物資などの供給に関する協定の締結がかなり多く行われているということ

でございますが、東日本大震災での被災地の様子などを見てもおわかりのとおり、災

害時にはさまざまな形での支援が必要になってくるというふうに思っているとこ

ろでございます。 

 こういったことから、議員ご質問のように、当町といたしましても、今後その特

定の分野にとらわれず、幅広いジャンルで災害協定を締結をしていきたいというふ

うに考えているところでございます。もちろん、協定には相手の方があることでご

ざいますので、町から一方的にお願いするということではなくて、協定に結びつけ

られることではありませんので、焦らず、一つひとつ着実に、相手の方と企業の皆

さん等々、事前の協議をさせていただく中で、締結に至るものにおいては町にとっ

ても有益な形になるということで進めていきたいというふうに考えているところ

でございます。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） そこで、２点ほど、ちょっと提案をしてみたいのですが、１点目

の提案ということで、こちらも今、資料を持ってきたのですが、こちらの新聞なん
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ですが、『命を救う簡易ベッド』という記事が出ております。 

 こちらでは、東日本大震災のときに体育館など、広い硬い床のあるところに避難

された方々から、間仕切りがなくてプライバシーが保てないこと、それから床が硬

くて睡眠できないということを訴えられる方が多かったというふうに聞いており

ます。その声から、ダンボールメーカーでダンボール製の間仕切り付きの簡易ベッ

ドが配布されております。値段は約３，０００円だそうですが、このような商品を

備蓄するなり、町内にもダンボールメーカーさん、ございますし、佐久市にもやは

り農業関係ということで、大きなダンボールメーカーさんがございますので、そう

いうダンボールメーカーさんとご相談をいただいて、すぐに手配をできるなりのこ

とを、ちょっとお考えいただければと思います。 

 こちらの新聞記事は課長にはまだお渡ししていないものですから、改めてコピー

をとってお渡ししたいと思いますので、是非、ご検討を願いたいと思うのですが。

これはいかがでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 今、提案ということでございます。確かにいざ災害等あった場合、避難場所であ

る体育館あるいは町でいいますと公民館等ありますけれども、そういったところで

大勢の方がやはり入ると、プライバシーとかいろいろな面を考えれば、間仕切りと

いったものも確かに有効であるというふうに考えます。 

 そういった中で、仮に有事の際はということを考えますと、事前にそういった町

内にもダンボールメーカーさん、あります。それから、先ほど申し上げましたよう

に、協定をさせていただいた企業の皆さんの中でも、こういったものの供給を優先

的にしていただけるというようなことも協定の中に含まれておりますので、確かに

最低限の備蓄も必要かもしれませんが、そういった場所等も考えますと、こういっ

た協定を生かした中で、速やかな対応ができればというふうに考えております。そ

ういった形で対応したいということであります。以上であります。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） では是非、協定の中に、今まで結んだ協定の中にもそれに近いも

のがあるということなのですが、こういったいいものも開発されたということで、

ちょっと研究をしていただければ、ありがたいと思います。 
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 ２点目の提案なのですが、大規模災害発生時には、不可能だとは思うのですが、

小規模災害発生時に、避難される方の宿泊施設確保という観点から、町内や近隣市

町村の旅館組合、あるいは民宿組合さんと災害時協定、これを結んだらいかがかと

思うのですが、これについてはどのようにお考えでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 ただいまの提案、小規模な災害時、宿泊施設、民宿さんとか、町内にも旅館等も

ございます。そういったところとどうかというお話ですが、当然のことながら、い

ざ、先ほども言いました、有事の際はということになりますと、当然、そういった

必要性も出てくるとは思います。ただ、今この時点でということではなくて、先ほ

ども言いましたように、いろいろな分野での協定もしていきたいという中で、今提

案されたそのところも含めた中で、いずれにしましても、相手方のあることですの

で、そういった中で協議が調うような形であれば、進めていきたいというふうに考

えているところでございます。ということで、答弁とさせていただきます。よろし

くお願いします。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） いずれにしましても、多方面、いろいろな場面があるかと思いま

すので、是非、可能性を一つひとつ摘み取るような形でお考えいただいて、協定を

結んでいただけるように、お願いいたします。 

 それから次に、交通弱者の移動手段という項目でお尋ねをしたいと思います。 

 今実施されているタクシー補助金制度は、他市町村に先駆けて開始され、高齢者、

障害者、それからタクシー業者にも喜ばれております。そして、近隣市町村の中で

は、小海町でも導入をされたとの情報を得ました。他市町村も真似をする、とても

良い施策だと思います。また、コミュニティバス事業でも、小諸市や佐久市と協力

し、少ない補助金で住民の足を確保している、良い施策だと、これも良いものだと

思います。 

 しかし、小諸方面のコミュニティバスに関しては、しなの鉄道さんとの接続時間

や、以前にも少し質問をしたのですが、発着場所の問題などの課題も利用者から寄

せられていることも事実でございます。そしてまた、町内を循環するような路線を、

との声も聞くこともございます。今、このような声を質問しているわけなんですが、
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こういった町民の方の声に対しては、どのようにお考えになっていらっしゃるので

しょうか。お答えください。 

〇議長（内堀恵人君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 野元議員のおっしゃるように、交通弱者対策として、現在町では７０歳以上の高

齢者、それから障害者の皆さまに、タクシーを利用した際の助成、これは６００円

でタクシー利用券を購入いただいて、上限１，５００円まで使えるという状況でご

ざいます。 

 それから、佐久御代田線ということで、現在はこれは佐久市と共同運行というこ

とで、千曲バスに委託をして行っておりますが、従来は佐久と別々に同じ路線を空

気を運んでいたという状況がございました。それから、塩野線、平原線につきまし

ては、小諸のコミュニティバスに延伸をお願いしているという状況です。 

 今おっしゃられたそのしなの鉄道との接続という話でございますけれども、そう

いった状況について、私どもの方としては、ちょっと把握をしていないのでござい

ますが、実際にはその塩野線につきましても、利用者は非常に少ない状況でござい

ます。これの、そのしなの鉄道との接続という状況になりますと、ますます難しい

話かなと、そういう、あれば便利だということはわかりますけれども、実際に利用

者がないのに、利用者がほとんどないのにそのダイヤを組むということも、非常に

難しかろうという状況でございます。 

 それと、交通弱者対策といえなくはないのですけれども、新幹線との接続の関係

で、しなの鉄道小諸軽井沢間の増便事業を、小諸、軽井沢と共同で行ってきており

ます。 

 まず、タクシー券の利用でございますが、１，５００円を上限としたのは、御代

田町内のそれぞれの集落から町の中心部、駅、役場までは、おおよそ１，５００円

以内で移動が可能だということで、一部、遠いところは若干の負担が出てくるケー

スもございますけれども、そういったことで、町内の移動はタクシー利用券を必要

に応じて活用いただきたいと思います。 

 また、町外へは、ただいま申し上げましたバス、それからしなの鉄道といった公

共交通機関を組み合わせながら、ご利用いただければと思います。 
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 それと、町内の循環バスのお話でございますが、タクシー利用券は平成２０年度

から実証実験、要するに町内の交通のニーズ、本当にオン・デマンドですとか、そ

ういったバスの運行が必要かどうかということの検証のためにも行ってきた事業で

ございまして、５年を経過して現在の７０歳以上の２４年度の対象者が２，４８０人、

約２，５００人いらっしゃいます。この中で、実際に券を購入して利用された方は、

３１１人ということで、１２．５％。８人にお１人でございます。下見に行ったあ

る市町村では、無償でタクシー券を配布したそうなんですが、その利用は年度の最

後になってそれを全部一遍に使って、諏訪湖を一周したというような使い方をされ

るということで、無償はやはりいけないのではないかということで、応分の負担を

お願いする、要するに初乗りが７００何十円ですから、それより安い６００円で購入

をいただくということで、町内平均的な負担をいただくような形での利用になるよ

うな施策としてきたわけです。２年、３年とやっていくうちに、これだけの利用状

況であれば、この事業を続けることがいいのではないかと。 

 オン・デマンドでやりますと、どうしても膨大な経費がかかってまいります。そ

ういった状況の中で、この制度を継続することがいいのではないかという状況での

判断で、現在、運行をさせていただいております。 

 実際にはこれらの交通弱者対策費用といった状況のものが、２２年度では１，２４０

万円、２３年度では１，４４１万円、それから２４年度につきましては、しなの鉄

道の増便事業、国庫補助の廃止がございまして、こちらが大きく伸びたことにより

まして、１，８３６万９，０００円ほどになってございますが、これをオン・デマ

ンドを運行するだけで、これだけの費用では済まないのではないかというふうに考

えておりますので、現段階でますます高齢化率が上がって、交通弱者が増えてきて、

そういった状況に変更が出てくれば、またオン・デマンド等の路線バス、あるいは

その呼び出し式のバスですね、そういったものの検証も必要でしょうけれども、当

面はこのタクシー利用補助事業で、助成事業で対応はいいのではないかと、こんな

ふうに考えておりますので、よろしくお願いをします。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 以前にもオン・デマンドの交通だとかは検討されたということで、

よろしいでしょうか。 

 それで、またもう１つ、資料を持ってきたのですが、こちらの資料もまだ課長に
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はお渡ししていないので、質疑が終わった後にお渡ししたいと思うのですが、三重

県の玉城町という、伊勢神宮のある伊勢市近くの町で実施されている、ＩＣＴを利

用した安心・元気なまちづくり事業という、オン・デマンド交通のこれは案内書に

なるんです。町の規模としたら、面積でいいますと、４０．９４キロ平米、御代田

町が５８．７８キロ平米ですので、同じぐらいです。人口も玉城町が１万５，３８２

名、高齢化率も２１．８％ということで、今現状の御代田町と同程度と考えられる

町の規模だと思います。こちらの玉城町でも、やはりバス路線、民間のバス会社が

撤退をして、町営なり何なりでバスを運行していたのだけれど、空の、やはり空気

を運ぶバスということで、いろいろ検討をした結果、東京大学と実証実験をすると

いうことで、このオン・デマンドを導入し始めたという経緯があるそうです。 

 ちなみに、今の課長の説明にもあったのですが、オン・デマンドというのは、予

約制の乗合バスのことでございます。そして、ＩＣＴとは、インターネットや携帯

電話、スマートフォン、それから役場とか病院とか銀行、郵便局などの各施設に、

そういった端末を設置して、予約をして、それから配車をしていただくというよう

な、コンピュータを使った情報管理システムということでございます。 

 また、このＩＣＴというのは、乗合バス事業だけではなくて、スマートフォンな

どの端末を持つ人の安否確認、それから今の当町でも防災メールということでやっ

ているのですが、防災情報の提供、それから町民からの何か不審者がいたとかとい

う緊急通報、これもＧＰＳなんかが付いているそうなので、そういったことも利用

できるということらしいので、オン・デマンドバス等々、近隣の市町村との関係と

かいろいろあり、すぐ導入にはいかないと思いますので、同規模の町村で実験をさ

れているということでありますので、今課長がおっしゃられたように、高齢化率が

高まれば、当町でも考えなければいけないという回答をいただきましたので、是非、

この研究を、三重県の玉城町というところの研究をしていただければありがたいと

思います。 

 ちなみに、県内では生坂村と茅野市。こちらでは研究をしているそうなので、

ちょっと問い合わせをしていただければありがたいと思います。 

 この質問を終わりにしまして、次に、高齢者の生きがいについてという項目で質

問したいと思います。 

 私のような若造が、高齢者の生きがいなどと言うと、大きなお世話、余計なこと
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を言うななんて、高齢者の方に怒られることもあるかもしれませんが、また、こう

いう質問をすると、保健福祉課や民生委員さん、社協さん、あるいは公民館活動な

どで対応していますよという回答があるかもしれません。 

 しかし、今回、私がお伺いしたいことは、またこちらの新聞の、信濃毎日新聞の

記事なんですが、厚生労働省が介護保険での要支援者を介護保険の対象から外し、

生活援助などをボランティア団体などにしてもらうという計画がございます。これ

は、消費税の値上げは社会保障に利用するという政府の説明とはちょっと違う、異

なるような政策かなとは思うのですが、これは国の問題ですので、ここでいろいろ

言うことはございません。しかし、この法律が可決された場合への高齢者への影響

と、町への影響、それから町の対応ということは、まず、お伺いしたいと思います。

もちろん、自助・共助ということも、地域生活を支えるうえでとても大切なことだ

とは認識しているのですが、まず、町が中心となって要支援者に対して行っている

サービスや援助などをお答えいただければありがたいです。 

〇議長（内堀恵人君） 小山保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） お答えをしたいと思います。 

 要支援者に対するサービス、これは今どこでも行っているものと同じものでござ

いますので、もう少し踏み込んだ形でお答えをしたいと思います。 

 ご指摘のように、国の社会保障給付費が年間で１１０兆円規模に増加している現

状がございます。介護保険についても、持続可能な制度の観点から、抜本的な改正

が予想されているというところでございます。このまま介護保険の利用が増え続け

ていけば、制度自体の維持が難しくなるという状況、これはもう明らかな状況でご

ざいますので、こういったところから改革をしていかなければいけないという国の

考え方がございます。 

 平成２４年度より、介護予防日常生活支援総合事業を開始し、介護保険サービス

だけに頼るのではなく、介護予防、配食、見守りの支援、こういったところを御代

田町でもやっております。社会参加などを含めたサービスを、市町村が主体となり、

総合的に展開するように求められているというところで、町の独自な介護予防事業、

介護予防教室、それから二次予防事業として、軽度な運動あるいはその引き籠もり

対策といったところを二次予防事業、それからまた、社協に委託しております配食
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サービス、それから見守り等の生活支援の関係、こういった事業を実施してきてい

るところでございます。そういったところの取組みについては、御代田町も先進的

に行ってきたというふうに自負しているところでございます。また、国の方でです

けれども、５月１５日に開催された社会保障審議会、介護保険部会において、これ

が野元議員のおっしゃる新聞の記事だったかと思います。この部会において、介護

保険制度見直しの一環として、要支援１、２を保険給付対象から外す可能性も含め

て、さまざまな提案がなされたということでございます。 

 今後は、地方自治体による高齢者を支えるしくみづくりが、より求められるのは

間違いないという状況でございます。 

 こうした国の動向を見据えまして、御代田町においては、軽度者や独居高齢者に

ついての支援の見直しを、既に始めているところでございます。 

 具体的なことでございますけれども、安心・安全のための緊急通報サービスにつ

いては、これもある程度先進的な取組みかと思います。緊急時の対応だけでなく、

２４時間いつでも専門職の相談を受けられる業者に切り替えたというところ、これ

が１つのポイントになっております。実際に会話の内容などについても、私どもに

月にまとめて報告がございますけれども、やはり独居の方、この緊急通報サービス

で相談されるのを頼っている方も大勢いらっしゃるというような状況、こういった

サービスを独自にやっているところでございます。 

 また、軽度認定者の生活支援や見守りにつきましては、公的サービスだけに頼る

のではなく、地域支援を有効に活用する観点からも、民間の有償ボランティアやＮ

ＰＯ、町で育成しているはつらつサポーターの皆さん、こういった方々の支援に切

り替えたケースもございます。これ、費用的な部分を心配されるかと思うのですけ

れども、これは価格については高くなるケースもありますし、逆に安くなるケース

もございます。ただ、価格だけではなくて、内容的な部分、質的な部分で考えます

と、介護保険で受けられないサービス、日常生活支援のサービスまで受けられると

いう、サービスの幅が広がるという利点もございます。 

 更にまた、権利擁護については、町長申立による成年後見制度の活用の実績等も

ございます。 

 いずれにいたしましても、今後、更に増加していくことが見込まれる独居や高齢

者世帯の、高齢者の生活を支えるため、介護保険サービスとともに、町独自の行政
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サービス、そして地域や住民の力を十分に機能させていくことが求められているこ

とを私たちは常に念頭に置いております。いつまでも住み慣れた御代田町で、生き

がいを持って生活していただくために、より一層の高齢者福祉の充実、そしてまた、

その手助けをしていただく人材の育成・確保を今後とも図ってまいりたいというと

ころが、町の姿勢でございます。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 今、課長のお答えですと、国に先駆けて今の要支援の１、２、こ

れは要介護になる前の段階ですので、要介護にならないような事業を一生懸命やっ

ていますよという回答で、よろしいですね。 

 それで、今の金額的なことという観点から、少しお答えをいただいてしまったよ

うな気がするのですが、仮定の話なんですけれど、もし、この法律が通りまして介

護保険からの給付が無くなった場合、町への影響と、それから高齢者への影響、そ

れから町の対応策というのは、どのように考えていらっしゃるのでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 小山保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） 今、現在、これ審議中のものでございますので、ただ、

そういった大きな流れがあることについては、敏感に考えて、そうなっても問題の

ないような形で、今現在も、先ほど申し上げたような形で施策、要支援者に対する

施策については、代替措置がとれるような形で既に進めているところもございます

し、検討しているところもございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 仮定の話というと、法律ですので、決まっていないことを答える

ことはできないということは、わかります。ただ、それに対しての町は準備をして

いる、という受け止め方でよろしいのでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 小山保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） はい。そういった形、そういった流れになっていっても、

十分対応できるような形で、介護保険制度以外の部分のしくみについても考えてい

るところでございます。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） いずれにしましても、高齢者の方が生き生きし、生きがいを持て

る生活が送れるような、援助態勢の研究等、また先ほど提案した、三重県の玉城町、
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今言ったＩＣＴ機器活用により外出機会の増加、それから健康増進にも役立ってい

るという報告もございますので、保健福祉課の方でもこの玉城町のことを研究して

いただければいいのかなというふうに思います。 

 この質問……については、終わりにします。 

 ４項目目に、これも半年ほど前に質問したことなのですが、合葬式聖地というこ

とについて、質問したいと思います。 

 前の質問で、高齢者の生きがいについてお伺いしましたが、私も含めて、人はだ

れでも死んでいきます。私が住んで良かった町と思えるのは、多分、まだ先のこと

だとは思うのですが、穏やかな老後を送り、安心して亡くなるときではないかと、

今考えています。 

 しかし、今、自分の入るお墓を心配される方や、墓守の心配をする方が増えてい

ます。そして、前回のこの合葬式聖地の質問以降、何人かの方から、私の方に、ど

うなんだということで問い合わせがありました。なので、後々のことを心配するよ

り、安心して埋葬してもらえる公設の合葬式の聖地整備を再度お願いしたいと思い

ます。お答えについては、前回の質問から半年も経っていないので、変化がなけれ

ば結構なんですが、調査研究等行った段階で、もし、お答えいただけるようなこと

がございましたら、お願いします。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 今、野元議員の言われたとおり、お答えについては前回同様でございますけれど

も、若干補足をさせていただきながら、お答えとさせていただきます。 

 まず、昨年１２月の議会で、野元議員より、公設の合葬式聖地を検討してはどう

かというご質問をいただきました。その中で、町民のニーズと動向を踏まえる中で、

先進地の調査研究をしてまいりたいとご説明申し上げました。 

 このご質問が議会だよりで紹介された後、町民２名の方から問い合わせがござい

ました。うち１件の照会については、第一希望は、やはり上の林霊園に入りたいと

いう方でございました。その後については、町への照会は一切ございません。形式

としての葬儀やお墓なら、お金をかけずに済ませたいと考える人は増えてくるとは

思いますが、まだまだこの地では、お墓が必要とされていると思います。 
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 町内には、上の林霊園のほか、寺院墓地、民間霊園と、タイプの違う墓地、霊園

がございますので、選択可能な状況でもございます。また、最近は自分の死後に家

族に負担をかけたくない、墓守をしてくれる継承者がいない、そんな人たちのニー

ズに合致したお墓として、これは都会ではございますが、樹林墓地が登場し、初募

集では、１６．３倍にも達する人気ぶりだったようでございます。野元議員が検討

を求められている合葬聖地も含め、これは非常に多様化する住民ニーズや多様な形

態がございますので、調査検討を時間をかけて行ってまいりたいと思います。現状

では、町では、上の林霊園以外に墓地用地はございませんし、また、長期振興計画

では予定されておりません。 

 なお、小諸市高峰聖地公園合葬聖地が設置されておりますけれども、こちらにつ

いては、用地は既に小諸市が保有する霊園の中でございました。そして、事業費約

１，８６８万円のうち、個人より１，０００万円の寄附がありまして、それによっ

て設置されたものでございます。お急ぎの方がおられましたら、私どもの方とすれ

ば、小諸市へ確認してございます。小諸市へご紹介をさせていただきたいと思いま

す。以上、お答えといたします。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 今、お急ぎの方がいらっしゃればというのは、ちょっと失言の質

かなというふうに思う、私個人としてはね、思うのですが、いずれにしましても、

前向きに調査研究をしていただければありがたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 この１件目の件名の質問は、終わりにしまして、２つ目の件名としまして、第２

期まちづくり交付金事業での道路整備計画はという質問に移りたいと思います。 

 趣旨としまして、第１期都市再生整備計画により、桜並木通りを始めとする複数

路線の道路改良が行われ、安心して通行できる街路が多くなりました。そして、来

年度、平成２６年度から、第２期都市再生整備計画がございます。２３年９月の定

例会におきまして、西軽井沢水原地区から町中心部へ向かう道路改良は、町の優先

課題とのご答弁を得ております。その後、計画の進捗状況、それと平成２６年度か

ら始まる予定の第２期都市再生整備計画の概要をお話しいただけるようでしたら、

お願いいたします。 

〇議長（内堀恵人君） 土屋企画財政課長。 
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〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 平成２１年度から２５年度までの第１期のいわゆるまち交事業で、基幹事業、こ

れは、道路、水路、公園等でございますが、こちらの事業に３３億９，０００万円

余、それから提案事業として、こちらは消防団詰所、それから中学校関連、それか

ら北小グラウンド、これは２５年度整備予定でございますけれども、こちらの事業

に１０億５，０００万円余、総事業費で４４億円余りの事業を実施、ないしは実施

計画として計上しておりまして、野元議員おっしゃるように、インフラの整備を進

めることができました。引き続き、地域の課題を洗い出し、平成２６年度からの第

２期御代田地区都市再生整備計画に盛り込むべく、策定に向けて作業を進めている

ところでございます。 

 計画策定の現在までの進捗状況でございますけれども、担当課において、上位計

画との整合性を図る作業や、各課における課題の整理、重点施策の洗い出しを行っ

ている状況でございます。 

 今後、関係課係長で構成いたしますワーキンググループで検討、それから、関係

課長で構成します調整会議で、計画原案を作成いたしまして、理事者会、それから

議会への説明、そのうえでの決定を経まして、秋ごろには国土交通省へ提出をして

いきたいと考えております。 

 こうした状況ですから、具体的な事業については検討中でございます。野元議員

お尋ねの西軽井沢水原地区から町中心部へ向かう道路改良でございますけれども、

水原地区に限らず、西軽井沢地区全体に町の中心部ないしは佐久方面へのアクセス

道路が脆弱であって、町の優先課題となっておりますことは、２３年９月の議会で

の答弁のとおりでございます。 

 議員のお尋ねは、第２期計画での整備はどうかということかと思いますけれども、

水原地区のしなの鉄道横断の改良ですとか、都市計画街路東原西軽井沢線の整備と

いった、大型で、この事業を実際に実施すれば、抜本的な解決を図れる事業であろ

うと思いますけれども、この計画に、今回の第２期に盛り込めるかどうか、盛り込

めることが可能かどうか、検討してまいりたいと、こんなふうに考えておりますの

で、ご理解を頂戴したいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） わかりました。計画が来年度から始まるということで、今、計画
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を策定中、検討中というご回答ということで、理解してよろしいでしょうか。 

 それで、西軽井沢水原地区において、ちょっと何点か検討課題にしていただきた

いという点があるのですが、順番を逆にします、はい、先ほど池田議員の質問にも

ありましたが、雨水排水対策、これについて、西軽井沢地区、県の分譲地区につい

ては、結構用水路等が整備されて、雨水排水対策はまあいいかと思うのですが、そ

れ以外の、きらく苑さんの近辺だとかについては、林を開発して、そのまま住宅地

になったということで、側溝だとかが少なく、雨が降ったときにすごい道が川のよ

うになるということで、そういった雨水排水対策も、是非検討課題にひとつ入れて

いただければ、ありがたいと思います。 

 それから、昨日、都市計画ということで、議論になったと思うのですが、西軽井

沢水原地区における都市計画街路、これは佐久市との合同の都市計画であるので、

町単独では難しいという回答を、昨日お伺いしたわけなのですが、これをやはり今

の現状に合わせるようなことというのは、今現在、まるきり検討課題には上がって

いるのか上がっていないのかということを、ちょっとお伺いしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 荻原建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） お答えいたします。 

 特に第２期のまちづくり交付金事業の中で、今ご質問の西軽井沢きらく苑付近の

雨水排水対策ですとか、あとは都市計画街路の県の云々というのとは、その２期の

まちづくり計画とはまた別の観点で考えているところでございます。２期の事業の

中に入れていく、入れていかないということではございませんので、その点はご了

解いただきたいと思います。 

 １期のときもそうなんですが、道路改良につきましては、すべてＶＳの側溝、側

溝自体も改良、舗道が有る無しの道路改良に関わらず、ＶＳ側溝、Ｕ字溝をＶＳ側

溝にというような改良は進めてきております。当然、１期のときから雨水排水対策

につきましては考えながら改良の中に含まれておりますので、２期の道路改良、ど

の路線になるかというのは先ほど企画財政課長がお答えしたとおり、これからの作

業になりますけれど、いずれの路線が決定されたとしても、やはり道路側溝は一緒

に整備していかないといけないというふうなことは考えておりますので、そういっ

た時点、段階ですということは、ご理解いただきたいと思います。以上です。 
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〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 西軽井沢水原地区の道路事情というのは、地権者もあったり、い

ろいろな条件があるもので、発表してしまうと、いろいろ弊害があるかと思います

ので、この場では言えない、お答えいただけないという点もあるかとは思うのです

が、もう１点、ちょっとお伺いしたいのですが、災害発生時、多分西軽井沢水原地

区の住民の多くは、自動車でもって、自家用車でもって避難をされる方が多いかと

思われます。その場合の避難誘導体制という点と、それからきらく苑という大きな

老人ホームがございますが、きらく苑入所者の避難体制というのが、もし把握して

いらっしゃるようでしたら、お答えいただきたいと、その２点についてお答えいた

だきたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 今、具体的な場所でのきらく苑周辺、あるいは避難誘導の関係ということでござ

いますが、個々のその地域の対応について、うちの方でも、防災計画の中でも避難

誘導についてのことも今検討を進めているところでもございます。ですから、この

場でこうしますということまでのちょっとお答えはできませんけれども、そういっ

たことを含めた中で、検討を進めているということでご理解をいただきたいと思い

ます。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 

〇１番（野元三夫君） 今お答えいただかなかったのですが、きらく苑さんの方の関係に

ついては、把握というのは、町の方ではしていらっしゃるのでしょうか。避難誘導

の件で、きらく苑さんの避難誘導計画というのは。町の方としては把握していらっ

しゃるかどうかということを。 

〇議長（内堀恵人君） 清水総務課長。 

〇総務課長（清水成信君） お答えをいたします。 

 具体的に、そのきらく苑さんとの話等はした経過はまだございませんが、把握は

していないという状況でございます。今後において、必要があればまたその辺も、

先ほどの避難誘導等の関係も含めた中で検討してまいりたいということで、ご理解

をいただきたいと思います。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。 
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〇１番（野元三夫君） 町内には、きらく苑さんと、それから豊昇園さんという大きな老

人施設がございます。ちょっと今の都市計画の話とはちょっとずれて、申しわけな

いのですが、今言ったのは、道路整備の関係上、狭い道で老人ホームの方々をどう

やって避難させるのかなという、ちょっと横道にずれてしまったのですが、豊昇園

さんもございますので、その施設の避難対策についても、ちょっと把握をしておい

ていただければいいのかなというふうに思います。 

 いずれにしましても、先ほどもお話ししたように、まだ計画作業がこれからだと

いうことなので、一刻も早く、西軽井沢水原地区から町中心部へ抜ける道等々の早

期改良をお願いして、私の一般質問を終わりにしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 以上で、通告８番、野元三夫議員の通告のすべてを終了いたしま

す。 

 通告９番、市村千恵子議員の質問を許可いたします。 

 市村千恵子議員。 

（１０番 市村千恵子君 登壇） 

〇１０番（市村千恵子君） 議席番号１０番、通告９番、市村千恵子です。 

 私は、３点について質問したいと思います。 

 まず、１点目ですけれども、小規模工事・修繕受注希望者登録制度の周知はとい

うことで、お伺いしたいと思います。 

 この４月から始まりましたこの町内業者の受注機会の拡大を目的とし、育成にも

つながる小規模工事・修繕受注希望者登録制度でありますけれども、これは２００９年、

平成２１年６月議会で、町内業者の育成と支援ということで、３点ほど、そのとき

質問させていただきました。１点目が、この小規模工事希望者登録制度の創設。そ

れと住宅リフォーム補助金の創設。そしてまた、町内の法人税の引き下げというこ

とで、３点質問したわけですけど、当時はリーマンショック後で、本当に地域経済

が冷え込んでいる中での中小業者の方への仕事興しということが、非常に重要だっ

たわけです。その中で、その中小業者への支援ということで、３点ほど質問させて

いただきました。 

 この町内業者の小規模修繕受注希望登録制度の創設ということで、質問したわけ

ですが、その当時の課長の方の答弁では、やはりその大きな上田市、小諸市とかが

実施されていたわけですけれども、大きな市では、そういった修繕や小規模の小さ
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い工事というのはあるけれども、御代田のような規模では、なかなかそう無いと。

そういう中で、実際にそういう小規模のものは町内の業者を使ってやっているので、

改めて創設することは、というようなお答えだったわけですけれども、今回、４月

１日から御代田町小規模工事・修繕受注希望者登録要綱というものがホームページ

の方に出ておりまして、これは御代田町の発注する小規模工事、修繕受注を希望す

る者を登録して、見積り先の選定資料とすることによって、小規模業者の受注機会

の拡大を図ることを目的とするとしてあります。それで、随意契約によることがで

きる額のうち、１３０万円を超えない小規模工事・修繕で、その契約の内容が、簡

易で、かつその履行の確保が容易であると認められる、次に掲げる業種。大工さん

の仕事ですとか、左官、タイル、建具、鈑金塗装、壁紙張付、襖障子、畳、硝子、

瓦、看板、遊具等などがあるわけですけれども、この登録資格者というのが、町の

御代田町建設工事等入札制度合理化対策要綱に基づく建設工事入札参加資格者名

簿に登録されていない者というのが、対象になるわけです。ですから、本当に中小、

零細の一人親方的な方でやっている方が対象になるということで、非常にこの創設

というのが重要だなということで、質問させていただいたのですけれども、それか

ら４年ほど経って、漸く実施されるということで、非常に良かったなと思っている

わけですけれども、この４月１日から実施されたということなので、その後、この

周知方法ですとか、それから現在、どの程度の登録者の方が出てきているのか、そ

の辺について、お伺いしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 小規模工事・修繕受注希望者登録制度について、お答え

をいたします。 

 市村議員が今縷々解説をしていただきましたように、御代田町が発注する工事、

左官、建具、塗装といった、小規模な工事や修繕であっても、町内業者とはいいま

しても請負人選定委員会にかからない物件でも、町の指名参加願いの提出のある事

業所に、見積りを依頼して、受注していただいておりました。確かに、町内の業者

ではあるのですが、特定の業者に限られていたと。平成２３年度から開始いたしま

した、住宅リフォーム補助金、この実施状況を見ますと、この町の建設工事への指

名参加願いを提出していない事業所や、個人事業主にも、数多く受注をしていただ
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いたと、こういう実績が出てきております。こうした、町内の小規模な事業所や個

人事業主の方に、地方自治法で規定されている随意契約が可能な、先ほどのお話に

ありました、１３０万円未満の小規模工事や修繕の受注機会を拡大できるようにと、

今回、小規模工事・修繕受注希望登録者要領を定めまして、この４月１日より施行

いたしました。 

 現在のところ、広報『やまゆり』、及び町のホームページにより周知をさせてい

ただいておりまして、現在までに７社、登録をいただいているところでございます。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 今、企画財政課長の方からも報告があったように、対象工事、

修繕の内容を見ますと、本当に住宅リフォーム補助制度実施平成２３年から実施さ

れてきているわけですけれども、その住宅リフォーム助成制度にかかわる受注され

る業者の方が当てはまるのではないかなと非常に思い、そういう方への仕事の拡大

というか、図れて、とても本当にいいことだなというふうに評価するところであり

ます。 

 今、周知の方法は、広報『やまゆり』と、ホームページということでありました

けれども、是非、この内容を本当に住宅リフォーム補助制度などの事業と連動とい

いますか、大体、工事業者というのはダブるのではないかなと考えられますので、

そういうところの周知方法も活発にやっていただければと。私もやはり、個人的な

こういう小さい業者の方とのつながりというのもありますので、そこでも広報をし

っかりとかけて、是非町内のこういう仕事を積極的に受けていただけるようなこと

にしていきたいなというふうには思っているところです。 

 この中小業者への、地元の業者の育成ということなんですけれども、こういう登

録制度をやることによって、町としては経費節減というふうにつながるのか、それ

から、経済効果というのはどういうことを期待されているでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 こちらへの登録の呼びかけの関係でございますが、通常の競争入札参加願いにつ

きましては、年に期間を決めまして、一度しか町の受付がございません。しかし、

この小規模工事・修繕受注希望登録申請は、随時受付をしてございますので、今後、

町といたしましても、出来るだけ多くの皆さんに登録をしていただけるよう、直接
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声掛けをするなどして、周知に努めていきたいというふうに考えております。町が

小規模の工事を発注する際に、「お宅は登録したかい？」というような形で、やっ

ていただければ、十分見積りに参加できるような形になってくるのではないかと、

こんなふうに考えております。 

 それから、町が期待できる効果として考えておりますのは、先ほども申し上げま

したけれども、町内の小規模な事業所や、個人事業主の方に、受注機会を提供する

ことで、町内事業者の活性化を図ってまいりたいということでございます。確かに、

４年前に答弁したように、それほど大きな額にもなりませんし、件数もそうたくさ

んあるわけではないですけれども、受注機会を増やしたいということでございます。 

 また、その設計書の作成の方法ですとか、いろいろな状況の中で、指名参加願い

のある工事、工務店からの見積りよりも、個人事業主からの見積りの方が、平均的

に安い状況はあると。原因として考えられるのは、そういった塗装ですとか、畳工

事だとか、そういったことの部分まで工務店がすべて直営でするわけではございま

せん。下請けに出すというような状況になりますと、当然、そこには一定の手数料

みたいな形が入ってきますので、直接こういった軽微な修繕をすることは、個人事

業主さんですとかそういった方にも、町にも、有利に働くのではないかと、こんな

ふうに考えております。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 今非常に、そうですね、経費の面でも削減が図られるのでは

ないかという期待があるということのお話でありました。 

 御代田町、この中小業者への仕事興しということで、平成２３年からその住宅リ

フォーム助成制度も実施されてきたわけです。聞くところによりますと、平成２３

年では２，０００万円の補助金を予算化されました。２４年で１，０００万円、そ

してこの２５年でも１，０００万円の予算を計上したわけですけれども、もう６月

の、金曜日のときにお伺いしたら、前日だったでしょうか、６月も６日の時点で、

その２５年度の予算の１，０００万円の補助金は終わったというふうにお聞きしま

した。２４年度は、９月１３日ごろでしたかに１，０００万円の予算が終了したわ

けですけど、２５年度については、まだ２カ月足らずでありますけど、１，０００

万円の補助金の方が終わってしまったというような中で、本当にその住宅リフォー

ムの方とダブる部分もありますので、是非、住宅リフォームの方は窓口が建設課に
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なりますので、企画財政課と建設課とともに、周知の方を徹底されていけば、よろ

しいなと、お願いしたいなというふうに思います。 

 それでは、次の２点目に移ります。 

 更なる子育ての独自施策をということで、質問いたします。 

 昨年９月議会で、もう既に一般質問させていただきました、多子世帯への経済的

な負担軽減ということでの質問をしたわけですけれども、この間、町も子育て支援

というものを強めて、本当に子育てしやすいまちづくりを進めてこられています。

子どもの医療費無料化、この４月からは中学校卒業まで、所得無しで実施されるこ

とにもなりました。保育料についても、一区分ですね、その税額のところの区分だ

けを見て他市町村と比べても御代田は低かったです。若干安くなっています。３歳

児の子どもに向けて、全員でありますけれども、２万円の子育て応援金も支給され

ています。また、誇れる施策として、放課後の児童の受け入れ、児童クラブであり

ますけれども、これは本当にもう、他市町村に先駆けて公設で実施されているとい

うことで、非常に保育園から、それから学校に入ってからも、しっかりと安心して

働ける環境が整いつつあるなというふうには思っていますし、評価もするところで

あります。 

 近年、働くお母さんが増えまして、保育園、それから学童保育など、安心してこ

の預けられる環境が整っていることは、非常に生み育てる意欲にもつながっている

と思うわけです。少子高齢化、そうはいえども、少子高齢化の波は御代田にも襲っ

てきています。また、その環境は整っていても、やはり今の経済状況を見れば、本

当に今回の御代田町内の企業の希望退職などに見られるように、本当にいつどんな

状況の経済状況に置かれるかというのがわからないという状況でもあります。そう

した中で、本当に安心して育てるには、本当に子育てにお金がかからないといいま

すか、よく聞くのは、働いた分はその保育料に消えていくというお話も聞くわけで

す。次の２番目にもその延長保育料の見直しということで質問させていただくわけ

ですけれども、子どもが欲しいと思う方、それから既にもう第一子、第二子を生ん

でおられる方に、３人目も欲しいなと思っている方はいるが、どうしても経済状況

などで躊躇ってしまうという声も聞きます。是非とも、御代田で環境も整いつつあ

るので、経済的な負担をできるだけ軽くする中で、本当に３人４人と子どもを生ん

でいただけるような施策が必要ではないかと思うところです。 
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 そういう経済状況のことなんですけれども、本当に子育てしている世代の人たち、

年少扶養控除の廃止ということで、以前に税務課の方に質問、前回のこの９月議会

のときにも聞きました。町内においては、約４，０００万円ぐらいの個人町民税が

増額になったと。それで年少扶養控除の該当者は、平成２４年１月１日で、町内

２，４３０人くらいいるけれども、非課税の方もいるので、この年少扶養控除廃止

によって影響を受けた方は、１，９００人ぐらい該当したというお話を受けたわけ

です。それで、更には今度、来年の２０１４年には、消費税率が８％、そして、１５

年には１０％というようなことも今決まっているわけです。こういう中で、非常に

子育てにはお金がかかるというところでの、子どもを多く生んでほしいという中で、

その第三子に対する保育料を独自に無料化できないかということだったわけです

が、町とすれば、３年に一度の料金の改定、保育料徴収基準の改正を３年ごとに見

直ししているのでということでありました。どんな見直しというか、検討がされた

のか、まず初めにその１点、お伺いしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 昨年９月、議会においてご質問いただきました、更なる子育て支援の充実におけ

るその後の検討についてのご質問でございますけれども、まず初めに、同時入園の

要件を無くして、第三子以上の保育料を無料にとのお尋ねでございますけれども、

保育料の基準については、児童福祉法において定められており、保育に要する費用

及びこれを保護者から徴収した場合における家計に与える影響を考慮するなど、い

わゆる受益者負担の原則と、負担公平の原則の観点から、徴収できるものとされて

おります。また、自律協働のまちづくり推進計画においても、受益者負担の原則と

負担公平の原則が書かれておりますので、基本的精神を踏襲してまいります。 

 御代田町における保育料においては、平成１６年度に保育料徴収条例の改正を行

った以降、国の徴収基準額が改正されるほか、近隣市町村との平準化も考慮しつつ、

改正を行ってまいりました。なお、保育料の見直しについては、先ほどお話のあり

ましたとおり、３年を目途に保育料徴収基準の改正に向けた検討を行っておりまし

て、昨年度見直し年度を迎えたことから、昨年の１２月に御代田町児童福祉施設事

業運営委員会へ保育料徴収基準について諮問し、同月に審議された結果について答
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申をいただきました。その内容については、「御代田町保育料徴収基準を現状のま

ま据置とする」となり、結果、議員からご質問の、同時入園要件や第三子以上の保

育料の無料化についても、以上申し上げた考え方、精神、計画を踏まえて、改めて

制度化することはせず、平成２５年度からの御代田町保育料徴収基準は、現行どお

りとなってございます。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） ２５年度の保育料徴収基準は、見直さず、据え置きというお

話でした。 

 ちょっと１点、お伺いしたいのですけれども、平成２４年度の多子世帯の実態と

いいますか、お伺いしたわけですが、同時入園で２名のお子さんが同時に入園して

いる世帯が４９名、３名の世帯、だから、国の今町が実施している多子世帯への軽

減措置を受けている世帯でありますけど、３名は４世帯ということで、４名以上同

時に入園しているのは０ということでありましたけど、２５年度入園されて、もう

２～３カ月経つのですが、現状としての把握は、全世帯数と２人同時入園、３人同

時入園、４人という、数字、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 ２５年度現在の状況をお話ししますと、全部で３３０世帯がございまして、その

うち、２名の世帯が５７世帯、３名が８世帯、４名以上の世帯についてはございま

せん。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 今現在のその町の施策の対象となるのは、３３０世帯のうち

の６５世帯ですか。２名と３名のところで５７と３名が８ですので、６５。約２割

の２０％ぐらいの方が対象になっているというお話ですね。 

 この多子世帯、町長、議員当時、町長も何か質問していたような気がいたします。

是非、その多子世帯に対する軽減措置というものを考えられないかということで、

そういう考えがあったのではないかなというふうに思うところですけれども、前回

の答弁では、町長は、お伺いしたところにとどめておくというお話でしたが、やは

りこの第三子、だから第一子、第二子が同時入園でなくても、第三子に限って、３

人子どもがいるというお宅に限って、町独自の軽減措置、小諸でもこの部分でしょ
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うかね。２０％、この４月から独自の政策として打ち出しているという話も聞いて

いますが、町独自として何か軽減策というのは考えられないでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えをさせていただきます。 

 現在の経済情勢ということを言いますと、確かに若年層で経済的にかなり不安な

中での子育てをしていらっしゃる方も多いということは、十分承知をしているとこ

ろであります。 

 御代田町では、先ほど課長の方からも答弁がありましたように、実際には値上げ

もしなければならない状況にあるところを、現状維持ということで、頑張っている

ということについても、評価をいただきたいというふうに思いますけれども、より

根本的に言いますと、現在、この保育料の負担という問題は、根本的にはやはり国

からの予算の削減ということが、結局町として保護者に負担を強いるということは

不可能であることから、町としてその国が削った分を町が負担をしているという現

状があるかと思います。ですから、現在の保育のこの負担の問題については、より

根本的には、やはり国がこの子育て、保育という問題をきちんと位置づけて、それ

を予算付けするということがなければ、次から次へと町がそれを保護者に転嫁する

ことができず、町の予算で支出しなければならないという、こうした現状について

も、ご理解をいただきたいというふうに思います。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） そうですね、次の延長保育料について、質問したいわけです

けれども、その延長保育料についても、なぜ御代田が急に、ちょっと私も意識があ

れだったんですけど、平成１７年の１２月に要綱がつくられているんですね。この

時間外、延長保育料って、御代田町延長保育料事業実施要綱というものが、これが

平成１７年１２月１５日に告示されているわけです。１８年４月１日から延長保育

料というものが御代田でも徴収されるようになりました。この１７年、町長が町長

に就任したのは、平成１９年ですので。ですから、町長時代に町長が実施したのか

なと思ったのですが、ちょっと調べると、就任前になったと。その時代の頃という

のは、やはりその保育園の運営費が一般財源化された、なってしまった。今までは

特定財源として保育園の運営費というものが国から来ていたものが、一般財源化さ
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れてしまった中で、やはり町としても、その運営費が非常に大変になってきたとい

う中で、この延長保育料というのも徴収せざるを得なくなってきたのかなというの

が、読み取れるわけですが、課長、どうでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 今、市村議員のお話のとおり、保育園の運営経費は、国、県、町及び保護者で分

担することとなっておりまして、かつては国庫補助という形で、国の基準に基づく

運営経費については、保護者が負担すべき相当額である国の定める徴収金を除いて、

国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１という負担でございますけれども、現

在は地方交付税という形で取り扱われてはおります。 

 平成２４年度の保育所運営経費、総額のうち、国は４．２％、保護者３４．９％、

町６０．９％となっておりまして、ちなみに、前回の見直しの検討を行った平成

２２年度の数値と比べますと、国は２．４％の減、保護者は０．５％の増、町は

１．９％の増と、国の負担の減少分を町がカバーしている状況であります。 

 この実態をご理解いただきまして、町がその子育て支援については、大切に考え

ていることをご理解いただければと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 町もそういった中で、非常に財政的に負担を強いられている

と。国がやると言って、始めたのはいいが、それがしっかりと最後までやらずに、

この財政的な措置をせずに地方に押しつけてくる。前回、全然内容は違いますが、

子宮頸がんワクチンのところでもそうでした。最初、国が始めで実施したのですが、

それが今度国はやめると言った。でも地方は実施しているからには、急にはやめら

れない、ましてや、その子宮頸がんについては非常に効果もあるという中で、町が

実施せざるを、財政措置しなければならない。 

 ですから、本当に国のやり方には、非常に怒りを覚えるところであります。国保

税も然り、国保もそうなんですけれども、国はどんどん負担を減らし、地方に押し

つけてくる。このやり方があらゆる面で出てきているのかなというふうに思います。

でも、そういう中ではありますけれども、町長、答えていないんですけれども、そ

の多子世帯、町独自の施策というのは、どうでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 
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〇町長（茂木祐司君） これまで、質問を受けているわけですけれども、現在のところ、

それについて我々として検討した中において、現状、実施するという対応は難しい

ということで、答弁とさせていただきます。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） この３人目の独自施策というのは、今の段階では非常に難し

いというお答えだったと思います。 

 次の質問の延長保育の方に、延長保育料の点について、質問させていただきます。

先ほども言ったように、延長保育料、保育時間が８時から４時までが普通、通常保

育が８時から４時、それの前の午前の部で３０分間延長保育、それから４時以降の

３０分刻みで７０円ということで、実施されているわけです。 

 まず、１点、初めにこの延長保育料、２３年度においては年間で３８５万円の延

長保育料が徴収されたということであります。対象延べ人数というのが２３年度で

すね、これは。調定額が３８５万円余で、延べ人数が２万１，７６５名。そして、

１日平均は６３名かなということのお話だったと思います。これが２４年度も、ま

だ決算にはなっておりませんけど、２４年度、ある程度見込みの数字が出ていまし

たら、この保育料、それからどのくらいの方が利用されているのか、その点につい

て、お願いします。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 平成２４年度の延長保育料につきましては、調定額では４２３万円余になろうか

と思います。また、延べ利用人数につきましては、２万２，４６７人。これは平均

でいきますと、これが６３かなというふうに考えております。前年に比べますと、

調定額では９．８％の増、延べ利用人数では３．２％の増となっております。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） そうですね、雇用形態とかも非常に厳しい中で、やはり時間

外を利用される方も増えている、そういう実態が今の数字で表れているのかなとい

うふうに思います。 

 やはり、本当に保育園は保育に欠ける子どもを保育するための施設ということで、

フルタイムで働くには、４時の保育時間終了には、間に合わないのではないかとい

う中で、是非ともこの延長保育料ですね。前回の質問では、１人の方が最高２名で
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利用されている。その方は土曜日も利用されているという中で、最高額ということ

で、１カ月に１万４，８４０円ですね、保育料のほかに支払っているわけです。で

すから、かなり延長保育料というのも負担になってくるのではないかと思うわけで

すけれども、この点については、どのように考えているでしょうか。 

〇議長（内堀恵人君） 尾台町民課長。 

〇町民課長（尾台清注君） それでは、お答えいたします。 

 延長保育は、保育の実施を超える部分について、保育園の自主的な取組みにより

実施しているもので、保育料と同じ負担金と解釈することは難しいものと考えます。

保育園という公の施設の利用対価として、特定の利益を享受する人がその実費相当

を支払っていただくという使用料に位置づけられるものだと認識しております。 

 御代田町では、午前８時から午後４時までの８時間を保育時間として、条例で定

めておりますので、延長時間は、市村議員のお話のとおり、平日で午前が７時３０

分から８時、午後は４時から７時まで。そして、土曜日は午前が７時３０分から８

時、午後は正午から午後６時までとなっておりまして、それぞれ希望される保護者

から事前にお申込みをいただき、実施しております。フルタイムで働く方の延長保

育の見直しをして、経済的負担を軽減するということでございますけれども、フル

タイムの場合、勤務時間が午後５時までと想定されるために、お迎えに来るまでの５

時３０分から６時までの延長保育を軽減していくようとの内容かなとも理解してお

りますけれども、午後４時から延長保育となりますので、これは先ほどのお話のと

おり、３０分ごとに７０円、料金が発生しますので、仮に午後６時までの２時間を

負担軽減すると、２８０円の減額で、昨年度の平均の利用率が約３０％ですから、

約８０名の児童のご家庭で利用した場合は、１日で２万２，４００円、年間で約

５３７万６，０００円の減額となることとなります。延長保育時間中も、通常保育

同様にお預かりしている児童の人数に応じて、保育士を配置し、運営しております。

また、お話のとおり、他の近隣市町村と比べてみても、御代田町の料金は平均的な

料金体系でありますので、現状の延長保育料及び延長保育時間は、適正であると認

識しております。以上、お答えします。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） その受益者負担、それから適正というのは、非常にわかりま

す。けれども、やはり町のその施策ですね。本当に働く、フルタイムで頑張る母親
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をやはり経済的に応援する、そして、ましてや２人、３人と産んでいただく。御代田

町もやはり少子高齢化は本当に進んでいるわけです。一時、平成１７年では１７０名

の子どもが生まれていました。でも、この数年見れば、もう１２０、１１０とかい

う感じの、２１年から２３年の平均でも、１２７名というような数字に落ち込んで

います。 

 ですから、本当に産める方に産んでいただく、そういう施策、もう安心して２人も

３人も産んで、保育園に預けて、働いていただきたいというような施策を打つために、

必要ではないかと思うのですけれど、町長、先ほどの、武井議員のご質問にもあった

ように、自律・協働のまちづくりで、本当に頑張って御代田町が取り組んできた結果、

かなり余剰金といいますか、当初をかなり上回って、１６億８，０００万円生み出す

計画だったのが、２５億７，０００万円余剰金ができたと。焼却施設がつくれなかっ

た分、７～８億円あるとして、それを引いたにしても、非常に健全財政で頑張って

きたと。で、今回の２４年の一般会計の補正を見れば、２億８６３万円余、繰越と

いうか、積立ができていると。先ほども聞いたように、４２３万円、年間で、延

長保育料。２３年でいえば３８５万円。是非、この点、子育て支援、頑張っている

のですけれども、本当により経済的な支援という部分で、この点は町長として英断

できないか。その点についてお願いします。 

〇議長（内堀恵人君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） お答えしたいと思います。 

 子育て支援ということで、今回は保育料、保育園のことについてご質問いただい

ておりますけれども、子育て支援という場合には、生まれたときから、というより

も、妊婦健診などから始まりますから、生まれる前から、それでまた中学校、高校

までということで、全体として保育園だけではなくて、その過程としては小学校も

あり、中学校もありという、そうしたトータルで考える必要があるかなというふう

に思っています。それで、この間、子育て支援ということでは、町独自のいろいろ

な施策も、段階的に進めてきております。ただ、私が進める改革は、山道を一歩一

歩登るようにという改革ということで、内容的に言いますと、１つひとつを実施す

る中で、それがどのような影響があるのか、それが財政にどのような影響を与える

のか、その効果がどうなのかということを、１つひとつ確かめながら、いろいろな

事業を進めていくということでありまして、先ごろも子どもの医療費も中学校３年
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生までの完全実施ということも実施をしましたし、それぞれほかにもいろいろ実施

をしているところです。ですから、こうした状況を見ながら、また、今後の政権の

動向、経済の状況、町民の皆さまの暮らしの状況等々、そうしたことをしっかりと

確認しながら、引き続き子育て支援については進めるわけですけれども、そうした

段階を踏んで、１つひとつ必要な事業について進めていきたいというふうに考えて

おりますので、現在のところ、このご提案の内容について実施するということは、

できません。以上です。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 町長の言うことは、よくわかります。本当に子育ては、子育

てというのは、本当に一部分だけではなく、もうずっと続くわけですね。一番この

保育園というのは、子どもを生んでから一番その集団生活に入れる、かなりやはり

段階としては、早い段階なんです。それでやはり産んでいただかないことには、幾

ら子育てしようとしてもできないわけですから、産める方に本当にやはり産んでい

ただきたい、多く子どもを御代田町の中に、本当に子どもの声が響く町は、元気な

町です。またその子たちが、高齢化になってくる中で支えてくれるわけです。是非

やはり子どもを産んで増やす、そういった施策の部分を私は強調して、この間、２

回ほど続けて質問させていただいているわけです。是非ともこの点をちょっと考え

ていただきたいなということを申し添えて、次に移ります。 

 相談窓口の設置ということで質問させていただきます。 

 町長の招集あいさつにもありましたように、シチズンホールディングスはともに

子会社のシチズンファインテックミヨタとシチズンマシナリーミヤノの全従業員

１，４４３人、３月時点でありますけれども、対象に希望退職を募集し、それぞれ

２２０人と５５人が応じたということが新聞で報道されました。２月に示したグ

ループ内全従業員約８，７５０人、昨年の１２月時点でありますけど、の約１割を

削減する方針の一環ということで、シチズンホールディングスによれば、希望退職

は４月に募集され、退職日は６月２０日ということが新聞でも報道されました。そ

れで、町長の招集あいさつの中では、町内においては４４名の方が対象となってい

るという話がありました。本当に地域経済への影響は計り知れず、さまざまな面で

の支援が必要ではないかと考えるわけです。 

 ３５歳からの希望退職が募集されたということにより、本当にその子ども、これ
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から教育費がかかる中でのそういった世代の方も含まれているということで、非常

にいろいろな面で危惧するところであります。 

 その相談窓口、税金の問題、それから子どもの教育問題、さまざまな分野でいろ

いろな問題が生じるのではないかと懸念するところです。そういった中で、きちん

と町が対応できるその窓口の設置ということ、それから対応ということをどのよう

に考えているか、お聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） それでは、ただいまのご質問に対して、お答えいたしま

す。 

 今までの町の対応の経過も踏まえて、お答えしたいと思います。 

 平成２５年２月１３日の新聞報道から、シチズングループの現況については、３

月１５日開催の御代田町議会全員協議会において、内堀副町長より説明しましたと

おりです。その後、４月２５日に佐久公共職業安定所から、大量の雇用変動がある

場合には、佐久公共職業安定所雇用対策推進協議会を設置し、情報の共有と雇用対

策の推進を図ることとなっており、シチズングループは２５０人規模の人員整理の

ため、昨年の佐久市スペースエナジーとのときと同様に、佐久公共職業安定所雇用

対策推進協議会を設置したいという連絡がありました。佐久公共職業安定所雇用対

策協議会の目的は、佐久公共職業安定所管内における職業安定機関、地方公共団体、

経済団体等の雇用問題に関する相互連携を強化し、もって佐久公共職業安定所内に

おける雇用失業情勢の迅速な把握及び対応並びに各種雇用対策の充実及び円滑な

推進により、労働力需給調整機能の増進を図ることとしています。その設置につい

て、４月３０日、職業安定所、地方事務所、御代田町で協議し、５月１６日、協議

会をエコールみよたで開催しました。 

 協議会では、シチズンファインテックミヨタより、希望退職を募った趣旨として、

水晶デバイス、電子デバイスについて、海外を含め事業展開してきましたが、海外

企業との競合やスマートフォンの普及により、携帯電話とデジタルカメラ離れが進

むなどの要因により、売上げが落ち込んでおります。このような状況の中、国内で

製造業として生き残るため、人員整理を含め、６年の長期計画で組織の見直しを行

います。５月に希望退職を締切り、６月２０日退職の予定です。 



１８１ 

 会社の支援としては、自己都合の退職の場合より、退職金に特別加算を行うほか、

民間支援会社と契約し、再就職が決まるまでの支援を行うということでありまし

た。 

 佐久公共職業安定所より、離職予定者の現況は、ハローワーク佐久管内９８名、

小諸署管内で１０９名、上田署管内で１５名、その他２名の２２４名となっていま

す。そのうち、御代田町在住の方は４４名との報告がありました。 

 また、関係機関の支援といたしまして、ハローワークにある再就職支援等スキー

ムチームが６月４日、５日に希望退職者に対する事前説明会、６月２６日から２８

日に、離職証発行手続及び交付、７月１日にエコールみよたにおいて、雇用保険受

給資格決定と求職受理をし、中旬には雇用保険受給者説明会が開催されます。 

 佐久市では、非常勤職員採用の検討と離職者受入事業所に対する助成金制度の活

用、小諸市では、臨時職員採用の検討と離職者受入事業所に対する助成金制度の活

用、御代田町でも、臨時職員採用と離職者受入事業所に対する助成金制度の活用を

検討しております。 

 また、御代田町商工会は、会員企業に受入情報の収集を行いますほか、佐久地方

事務所では、ジョブカフェ信州による職業に関わる支援策を講じております。 

 町といたしましても、再就職されることが重要な支援と考えますことから、町内

大手企業に再就職先の協力をお願いしましたところ、求人情報とマッチングすれば、

雇用を検討したいというお話も聞いております。 

 先ほどの相談窓口の設置につきましては、佐久公共職業安定所雇用対策推進協議

会を組織している関係機関の相談窓口を、シチズンファインテックミヨタ株式会社

に一覧表でお渡ししております。 

 また、御代田町は、産業経済課を相談窓口として、相談内容にかかる各課と連携

をして、対応していく考えでございます。 

 いずれにしましても、退職者の皆さまの再就職を一番の課題として、関係する機

関で連携し、支援していきたいと考えます。以上でございます。 

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。 

〇１０番（市村千恵子君） 今、本当に、非常にきめ細かく、かなり佐久、それから小諸、

上田と、幅広く希望退職者の方が居住されている中で、連携をとりながら、それか

ら職安とも連携をとりながら、きめ細やかに対応されていくということでありまし
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た。 

 検討事項もありましたので、再就職を雇用したところには助成していくというの

も、検討していくということでしたので、是非そういうことも実施できるように頑

張っていただければなというふうに思います。 

 本当に、今、いつどのように生活が変わってしまうかわからない、このお話を聞

いた中では、もう寝耳に水的な、本当にもう、予想もしなかったことが、これから

本当１０年間働けると思っていた方がこの対象になったという中と、本当に厳しい

状況があるわけで、それに行政も寄り添っていければなというところで、質問し、

頑張ってやっていただけるという回答もいただきました。本当にさまざまなところ

で相談事が来ると思いますが、産業経済課が窓口となって、他の課に取り次いでい

くということですので、是非きめ細かな対応をお願い申し上げまして、私の質問を

終わります。 

〇議長（内堀恵人君） 以上で、通告９番、市村千恵子議員の通告のすべてを終了いたし

ました。 

 以上をもちまして、一般通告質問のすべてを終了いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後３時１０分 


